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「
駒
澤
大
学
に
は
何
人
の
学
生
が
い
る
の
？
」「
お
よ
そ

１
万
４
千
人
強
で
し
ょ
う
か
」「
そ
ん
な
に
い
る
ん
だ
！
」

よ
く
あ
る
や
り
と
り
で
す
。
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
案
外 

知
ら
れ
て
い
な
い
数
字
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
生
の
数
は
お

よ
そ
教
育
後
援
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
数
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
全
国
に
は
、
６
０
０
を
超
え
る
私
立
大
学
が
あ
り
ま

す
。
少
子
化
の
趨
勢
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
大
学
の
運
営
が
す

べ
て
順
風
満
帆
と
は
言
え
ず
、
財
務
省
や
一
部
の
政
党
は
そ

の
う
ち
の
４
割
ほ
ど
は
近
い
将
来
に
統
廃
合
す
る
こ
と
を
提

言
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
学
部
17
学
科
・
法
科
大
学
院
に
、
右
に
見
た
ほ
ど
の
学

生
を
擁
し
、
規
模
の
大
き
な
大
学
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
内

に
位
置
す
る
本
学
は
、
一
見
、
安
定
し
た
経
営
の
も
と
、
何

と
か
現
状
維
持
で
こ
の
荒
波
を
乗
り
切
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
楽
観
的
観
測
が
あ
る
一
方
、「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
」

と
い
う
危
惧
の
念
が
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
な
し
と
し
ま
せ
ん
。
大

学
を
取
り
巻
く
状
況
、
ご
子
女
の
学
び
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
は
、
全
国
24
会
場
で
の
「
教
育
懇
談
会
」
に
お
い
て
ご
説

明
い
た
し
ま
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
よ
り
よ

い
将
来
の
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
自
明
で
す
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
や
は
り
「
こ
れ
だ
け
や
っ
て
い
れ

ば
い
い
」
と
い
う
狭
い
意
味
で
の
専
門
性
で
は
な
く
、「
文

理
融
合
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
「
複
眼
的
な
視
点
」

で
し
ょ
う
。
文
系
、
理
系
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
大
学
の

合
併
の
あ
っ
た
こ
と
は
耳
目
に
新
し
い
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
学
部
、
時
に
は
大
学
の
ち
が
い
を
乗
り
こ
え
、
お
互
い

の
学
問
研
究
や
教
育
に
お
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
相
互
の
連

携
を
深
め
共
生
の
道
を
歩
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

今
や
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
存
在
な
く
し
て
、
研
究
や
教
育
、

そ
し
て
現
実
の
社
会
の
動
向
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｚ
世
代
未
満
の
お
子
さ
ん
達
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
が
オ
モ
チ
ャ

で
す
し
、
日
進
月
歩
の
そ
の
発
展
は
、
か
の
ア
シ
モ
フ
が
提

唱
し
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
３
原
則
」
を
い
と
も
簡
単
に
破
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国

同
士
の
争
い
も
、
人
間
で
は
な
く
Ａ
Ｉ
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
主
導
の
戦
争
は
、
互
い
に
「
核
使
用
」
と
い
う
結
論
に

落
ち
着
く
と
の
予
測
す
ら
あ
り
ま
す
。

人
間
は
「
火
」
の
使
用
に
は
じ
ま
り
、
常
に
便
利
さ
を
希

求
す
る
こ
と
で
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
状
を

鑑
み
る
と
き
、
未
来
が
必
ず
バ
ラ
色
な
の
か
ど
う
か
。
科
学

が
進
ん
だ
だ
け
人
間
性
が
劣
化
し
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か

と
い
う
危
惧
の
念
を
拭
い
き
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
反
省
が
求
め
ら
れ
る
現
代
。
便
利
さ
の
追
求
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、「
人
間
だ
か
ら
で
き
る
」
こ
と
を
見
失
わ

な
い
。
そ
も
そ
も
「
人
間
と
は
」
と
い
う
原
点
に
返
っ
て
の

生
き
方
が
、「
両
刃
の
剣
」
と
な
っ
た
Ａ
Ｉ
に
主
導
権
を
奪

わ
れ
な
い
最
大
の
方
策
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
互

い
の
い
の
ち
を
大
切
に
」、「
煩
悩
（
欲
望
）
に
引
き
ず
ら
れ

な
い
生
き
方
を
大
切
に
」
と
説
く
「
仏
教
」
の
出
番
だ
と
信

じ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
子
女
は
、
教
育
後
援
会
を
は
じ
め
と
す
る
皆

さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
厚
い
ご
援
助
の
も
と
、
専
門
分
野
で

の
学
び
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
本
学
が
固
有
す
る

「
仏
教
・
禅
の
教
え
」
が
説
く
「
人
間
的
な
生
き
方
」
を
、「
仏

教
と
人
間
」
の
授
業
な
ど
を
通
し
陰
に
陽
に
学
び
ま
す
。
本

学
で
の
青
春
が
長
い
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ

る
こ
と
を
、
私
ど
も
は
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
し
、
教
育
後
援

会
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
援
助
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
人
間
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
学
び
の
た
め
に

学校法人駒澤大学
総　長

永井 政之
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こ
の
度
、
駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
副
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
大
石
將
貴
と
申
し
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
教
育
後
援
会
の
活
動
を
支
え
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
が
本
会
に
入
会
し
た
の
は
、
既
に
後
援

会
で
活
動
さ
れ
て
い
た
会
社
の
先
輩
か
ら
の

紹
介
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
文
化
部
の
一
員

と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
大
学
と
後
援
会
が

学
生
を
そ
っ
と
後
押
し
し
、
学
び
や
挑
戦
を

支
え
る
た
め
、
本
当
に
細
や
か
な
取
り
組
み

を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
駒
澤

大
学
に
は
、
学
生
を
見
守
り
、
必
要
な
と
き

に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
温
か
さ
が
あ
る
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
後
援
会
で
活
動
す
る
中
で
気
づ

い
た
の
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
親
で
あ
る

私
た
ち
自
身
に
も
仲
間
が
で
き
、
共
に
成
長

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
活
動
を
通
じ

て
自
然
と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
情
報
交
換

を
し
た
り
励
ま
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
親

も
大
学
生
活
を
楽
し
め
る
場
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
温
か
い
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
広

げ
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
、
心
地
よ
く
関
わ

れ
る
よ
う
な
活
動
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
と
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
学
生
・
大
学
・
後

援
会
が
互
い
に
支
え
合
い
、
好
循
環
を
生
み

出
し
て
い
け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
の
未
来
が
よ
り
明
る

く
輝
く
よ
う
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

こ
の
た
び
、
駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
副
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
岡
崎
敏
樹
と
申
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
教

育
後
援
会
の
副
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

誠
実
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
自
身
、
子
ど
も
が
駒
澤
大
学
へ
入
学
す

る
ま
で
、本
学
が
仏
教
系
の
大
学
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
学
式
で
記
念
講

堂
に
仏
像
が
現
れ
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
が
、

教
育
後
援
会
の
活
動
を
通
じ
て
仏
教
の
教
え

や
坐
禅
な
ど
に
触
れ
、
保
護
者
で
あ
る
私
自

身
も
多
く
の
学
び
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
皆
様
は
お
盆
の
正
式
名
称
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
盂
蘭
盆
会
（
う
ら
ぼ
ん

え
）
と
言
い
ま
す
。
私
は
何
と
な
く
「
お
盆

は
お
墓
参
り
を
す
る
行
事
」
と
い
う
認
識
で

し
た
が
、
そ
の
由
来
や
意
味
を
学
び
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
後
援
会
の
魅
力
は
、
地
域
を

超
え
た
人
と
の
つ
な
が
り
に
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
年
7
月
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、

委
員
同
士
で
安
否
や
現
地
状
況
の
情
報
共
有

が
行
わ
れ
、
大
学
の
先
生
か
ら
の
お
見
舞
い

の
言
葉
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
宮

城
県
で
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
寄
せ
ら
れ
る
気
遣

い
の
言
葉
が
被
災
者
の
大
き
な
励
み
に
な
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

教
育
後
援
会
は
、
学
生
を
支
え
る
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
と
大
学
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
で
も
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
学
生
に
と
っ
て
も
保

護
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
が
る
好
循
環
を
め
ざ
し
て

学
び
と
つ
な
が
り
が
育
む
絆

駒澤大学
教育後援会 副会長

大石 將貴

駒澤大学
教育後援会 副会長

岡崎 敏樹
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経済学部 商学科 4 年

坂井 勇麻さん

アース製薬株式会社内定先

気になる！
就職活動

先輩からの
アドバイス 就活体験記

どのように進めていけばいいのか…と
悩むことも多い就職活動。

今回も 2 人の経験者の実体験をお伝えします。

４月	 学校の就活ガイダンスに参加し、就活サイトに登録する。

６月	 学内の業界研究イベントの「jobサファリ」に参加する。

10月	学内の業界研究イベントの「jobサファリ」に参加する。

12月	本格的に就職活動を開始
	 学内のＵＩターンイベントに参加する。
	 テストセンター・面接を初めて経験する。
	 ＳＰＩの勉強を開始する。
	 アース製薬の対面イベントに参加する。

１月	 広島県の就職支援の方と面談をする。
	 合同説明会に参加する。

２月	 面談を重ねながら面接とＥＳを書いていく。
	 大型合同説明会に参加する。
	 広島県主催のワークショップに参加する。
	 1dayインターンシップに参加する。

３月	 学内の合同説明会に参加する。
	 地元の企業の面接で何度も東京・広島を往復する。
	 様々な業界の面接を受けてみる。
	 動画選考のための動画をたくさん撮る。

４月	 面接が多く週に2～３回あった。

５月	 中旬から下旬にかけて最終面接も増えていった。
	 並行して県警の採用試験を受ける。

６月	 内々定をいただき就職活動を終了。

大学3年次

大学4年次

the PROCESS leading up to a JOB OFFER

　「やりたいことがわからない」と、私はずっ
と迷っていました。しかし日々の生活や就職
活動を通じて多くの人と話す中で、少しずつ
進みたい方向が見えてきました。正解がない
からこそ落ち込むこともありますが、新たな
出会いは視野を広げてくれます。せっかくな
ら、その過程も“楽しんだもの勝ち”です。
　何十年も続くキャリアを最初から決めるの
は、誰にとっても簡単ではありません。だか
らこそ焦らず、まずは様々な業界や企業に触
れて、「少し面白そう」「気になる」と思える
ところに挑戦してみてください。その積み重
ねが、自分らしさを見つけるきっかけになる
と思います。
　落ち込む日があっても、一人で抱え込む	
必要はありません。周りの大人に遠慮せず頼
りながら、自分を信じて一歩踏み出してみて
ください。きっと納得のいく道が開けていき
ます。

MESSAGE

特
集
特
集
１
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文学部 心理学科 4 年

内藤 彩音さん

株式会社ロッテ内定先

５月	 もともと食に興味があったため、知名度のある食品メーカーのマイ
ページ登録を徐々にし始めながら、マイナビ主催の合同企業説明会
にも参加し、さまざまな業界や企業について知る。

６月	 夏のインターンシップへの応募に向けて本格的に自己分析を始め、
ESを作成する。

７月	 マイナビ主催の合同企業説明会に再び参加する。興味を持った企業
のインターンシップへ、練習も兼ねてESを提出する。

８月	 夏休みに玉手箱の勉強を始め、対策本（赤本）を２周する。その後、
SPIテストセンターの対策にも取り組む。

９月	 複数企業の1day Webインターンシップに参加する。SPIテスト
センターの赤本と青本にも取り組み、それぞれ２周する。

10月	引き続き1day Webインターンシップに参加する。ESを改善して
秋のインターンシップに応募するが選考で苦戦したため、改めて自
己分析やESの内容を見直す。

11月	 YouTubeを参考にしたり、周囲の先輩からアドバイスをもらった
りしながら、ESの作り方や自分の魅力の伝え方を改善する。一部
企業の面接にも参加し、選考経験を積む。

12月	さまざまな業界・企業の説明会に多数参加し、企業研究を進める。
本選考が忙しくなる前に、アルバイトや遊び、旅行とも両立させ、
気分転換を大切にする。

１月	「ものづくり」という軸をもとに、食品メーカーだけでなく、暮ら
しや住まいに関わる業界にも範囲を広げる。説明会への参加を続け
ながら、アルバイトや遊びとも両立させ、「食」と「暮らし・住まい」
の二軸で企業選びを進める。

２月	 早期選考を中心に面接の予定が増え、AIケース面接などさまざま
な形式の選考を経験する。改善を重ね、本選考が始まるまでにガク
チカと自己PRの型を完成させる。

３月	 食品メーカーを中心に、他業界も含めて本選考が一斉に始まる。多
数の企業へESを提出し、Webテスト、面接、GDなどを並行して
進める。ほぼ毎日就職活動の予定が入り、最も忙しい時期となる。

４月	 ３月に応募した企業の面接やGD、最終選考が集中する。暮らし・
住まいに関わる企業３社と食品メーカー１社から内定を獲得する。
３月に次いで忙しい時期となる。

５月	 内定先を比較する中で、以前から夢見ていた食品メーカーへ進みた
いという思いを再確認する。暮らし・住まいに関わる企業の内定を
すべて辞退するなど、選考中の企業と内定先を合わせて８社辞退し、
食品メーカー６社の選考に絞る。

６月	 第一志望の株式会社ロッテから内定を獲得する。残っていた内定先
と選考中の企業をすべて辞退し、就職活動を終了する。

大学3年次

大学4年次

the PROCESS leading up to a JOB OFFER

　就職活動で大切なのは、準備と自分らしさ
です。ES やガクチカを仕上げ、深掘りにも
答えられるよう、経験と考えを整理してくだ
さい。人気の食品メーカーでも、土台を作れ
ば ES を通過できた企業は多くありました。
面接は本当に慣れです。初めは緊張して落ち
込みましたが、回数を重ねると、自分の考え
を話せることに楽しさも感じました。その上
で差がつくのは熱意です。企業研究を重ね、
志望動機と経験や将来のビジョンを結びつけ
れば、「そこまで調べたのか」と知識の深さ
を熱意として受け取ってもらえます。最後は
「この人と一緒に働きたい」と思ってもらえ
るかです。ぜひ、自分を取り繕わず、会話を
楽しみ、自分の言葉で思いを伝えてください。

MESSAGE

ES、ガクチカ
など、

就職活動用語
はぜひお子様

へ

聞いてみてく
ださい！



8

気になる！ 就職活動　キャリアセンターからのお知らせ
2028年卒生の就活も本格化！
2027 年卒（学部４年生・修士２年生）の就職活動も続いていますが、
いよいよ 2028年卒（学部３年生・修士１年生）の就職活動も本格化しています。
そこで今回は 2028 年卒に対する就職支援について、ご父母（保護者）の皆様へ
ご紹介いたします（一部抜粋）。
なお、学生には、駒キャリ・メール・学内掲示等で詳細を告知しています。

　2028年卒生（学部３年生・修士１年生）対象 就職・キャリア支援� （主なプログラム）

11月以降
随時

卒業生相談会 さまざまな業界から本学のOB・OGを招いて、相談会を実施します。

内定者によるアドバイス会 座談会形式で、4年生内定者が就職活動を控えた学生の質問に答え
ます。

自己分析 過去の経験から自分の強みや弱みを整理・理解し、初対面の人にも
わかりやすく伝えられるようになることを目指します。

業界・職種研究 業界研究・職種研究を理解するために必要な考え方・調べ方を学び
ます。志望動機の作成につなげていきます。

ES（エントリーシート）対策 企業等への応募の際に必要な
“自己 PR”“学生時代に打ち込んだこと”“志望動機”を完成させます。

グループディスカッション対策 突然の選考にも焦らないように、グループディスカッションの意図
を理解し、ワークを通じて体験します。

面接対策 面接官の視点等を解説し、ワークを通じて面接を体験します。

11月下旬 UI ターン就職フェア 学生の地方へのUI ターンを促進するため、若手社会人や企業との
交流を通じて現地でのキャリアに関心を深めてもらうイベントです。

２月頃
（予定） 学内合同説明会 優良企業を多数お招きする学内合同説明会を開催します。

　2027年２月頃（予定）に第１回学内合同説明
会を開催いたします！
　招聘企業数は 100 社以上を予定しています。
　１日に複数社の説明を受けることができます。
皆様もご存じの企業や、業界研究をしていると
よく名前の出る優良企業が多数参加します。
　駒大生の採用意欲が高い企業担当者と近い距
離でじっくり話ができる貴重な機会です。ぜひ
ご子女にお勧めください（今後の社会情勢により
予定変更となる場合もあります）。

第１回 学内合同説明会のご案内　インターンシップの動向
　2027 年卒業生のインターンシップ等への参加状況に関する
調査結果では、2025 年 9 月時点で参加率 74.2％、平均参加
社数 6.30 社でした。初めて応募した時期は 2025 年 6 月、初
めて参加した時期は8月の割合が最も高くなりました。一方で、
不参加理由では「選考に通過しなかったため」が 46.3％で 
最も高くなりました。
　このように、3 年生の夏季インターンシップ等への参加を目
指して就職活動に取り組む学生が多いことが分かります。希望
企業のプログラムに参加できるように、キャリアセンターを活
用して応募書類の添削指導を受けて準備を整えましょう。

出典：�株式会社インディードリクルートパートナーズ「インターンシップ等の	
キャリア形成支援プログラムへの参加状況（９月時点）」

https://www.indeedrecruit-partners.co.jp/wp-content/uploads/2025/12/20251203_Hb7gNi_01.pdf
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駒
澤
会
・
同
窓
会
に
つ
い
て

駒

澤

会

卒
業
後
も
大
学
と
縁
を
取
り
持
つ
駒
澤
会

　
皆
様
は
、
駒
澤
大
学
を
支
え
る
三
つ
の
団
体
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？　
駒
澤
大
学
に
は
、
教
育
後
援
会
、

駒
澤
会
、
同
窓
会
と
学
生
た
ち
や
大
学
を
支
え
る
三
つ

の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
駒
澤
会
は
、
駒
澤
大
学
卒
業
生
の
父
母
の
会
で
、
大

学
の
発
展
を
願
い
、
皆
様
か
ら
の
駒
澤
会
入
会
金
を
基

金
と
し
て
、
在
校
生
に
『
ゆ
め
基
金
』（
駒
澤
会
奨
学

基
金
）
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
７
月
14
日

に
37
名
の
各
学
部
の
成
績
優
秀
者
に
対
し
て
、
給
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
と
親
睦
を
図

る
た
め
、
賀
詞
交
歓
会
、
研
修
会
、
親
睦
会
等
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
６
月
の
初
夏
の
親
睦
会
で
は
、
曹

洞
宗
大
本
山
總
持
寺
を
訪
れ
参
禅
研
修
に
参
加
し
、
そ

の
後
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
原
由
子
さ
ん
の
ご
実

家
で
も
あ
る
老
舗
の
天
ぷ
ら
懐
石
『
天
吉
』
に
て
旬
の

味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
年
１
回
の
発
行
の
「
駒
澤
会
だ
よ
り
」
に

お
い
て
、
各
種
行
事
の
報
告
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
ご
子
女
が
学
ば
れ
た
駒
澤
大
学
と
の
ご
縁
を
、
卒
業

後
も
大
切
に
繋
い
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様

の
ご
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

同

窓

会

同
窓
会
が
つ
な
ぐ
現
在
と
未
来

　
同
窓
会
は
47
都
道
府
県
と
台
湾
に
計
59
の
支
部
を
擁

し
、
総
会
の
運
営
や
母
校
・
駒
澤
大
学
へ
の
支
援
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
在
校
生
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
「
同
窓
会
奨
学
金

（
学
業
奨
励
型
）」を
設
け
て
お
り
、令
和
８
年
度
は
６
月

に
１
年
生
70
名
へ
給
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
等
で
顕
著
な
成
果
を
修
め

た
学
生
・
団
体
を
称
え
る
「
同
窓
会
表
彰
」
を
実
施
し

て
お
り
、
毎
年
３
月
の
卒
業
式
日
に
授
与
式
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
司
法
試
験
や
公
認
会
計
士
等
の
難
関
資
格

取
得
者
、
学
会
で
成
果
を
挙
げ
た
学
生
の
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
面
で
は
卓
球
部
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
、
陸
上
競
技

部
、
空
手
道
部
な
ど
の
団
体
・
個
人
へ
、
日
頃
の
努
力

を
称
え
表
彰
金
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
後
援
会
様
の
お
声
が
け
を
き
っ
か
け

に
、
教
育
後
援
会
と
同
窓
会
の
支
部
同
士
で
、
昨
年
度

は
広
島
県
に
て
「
全
国
男
子
駅
伝
」
を
応
援
し
、
今
年

度
は
２
月
に
静
岡
県
に
て
「
富
士
宮
駅
伝
」
の
合
同
応

援
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
同
窓
会
が
皆
様
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
り
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
「
縁
」
と
な
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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バレーボール同好会KVC

　　創立年　　1976年
　　部員数　　270人

駒澤大学バレーボール同好会（KVC）では
2026 年度は１～４年生合わせて 270 人が
在籍しています。世田谷区内の体育館を借り
て週１回の頻度、１回 30人ほどで活動して
います。そこでは、男女や経験未経験の壁な
く全員が楽しめるように活動しています。
日々の活動に加えて、数か月に１回サークル
だけの大会に出場しています。そこでは男女
アベック優勝を何度も達成しています。
サークルメンバーのバレーボール経験には非
常に幅があり、まったくの未経験や、中学の
部活だけという人もいれば小学生から始めて
高校では全国大会に出場したというメンバー
も多く在籍しています。すべてのメンバーが
楽しめるように日々の活動ではネットの高さ
やチーム編成を工夫したり、経験者だけの試
合や女子だけの試合を設けたりしています。
長期休みには２泊３日の合宿を行い、バレー
ボールだけでない部員同士の交流を活発にし
ています。

CIRCLE Pick Up!CIRCLE Pick Up!サークル紹介 特
集
特
集
２
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かけがえのない
大学生活へ

副会長
経済学部　商学科3年

越智 葉月

KVCの魅力は、性別や学年、経験者・未経験者を問わず、誰とでも仲
良くなれるところです。所属人数が多いため、さまざまな学部の仲間と
出会い、プライベートでも遊びに行くほどの関係を築くことができま
す。経験者は大会で本格的にバレーボールを楽しみ、未経験者も練習を
重ねるごとに成長していきます。私自身もKVCでかけがえのない仲間
と出会い、充実した大学生活を送ることができています。きっと誰もが
バレーボールを好きになれるサークルです！

バレーから広がる
あたらしい世界

部員
経済学部　商学科2年

中村 渚

私の所属するKVCでは、バレーを通してさまざまな人と出会い、自分
の世界を広げられます。普段の大学生活だけでは関わることのなかった
人たちと一緒に活動することで、自分とは違う考え方や価値観に触れる
ことができます。また、部活動とは違うサークルという環境で、バレー
を楽しみながら仲間と交流し、イベントなどを通して大学生活の思い出
を作ることもできます。KVCでの活動を通して、新しい発見や経験が
できることが大きな魅力だと感じています。

学年を超えて出会える
最高の仲間

会長
文学部　歴史学科　外国史学専攻3年

秋山 比呂

KVCはバレーボール経験の有無はまったく関係なく楽しく活動してい
ます。日々の活動だけではなくKVCの活動は長期休みの合宿や、オー
タムフェスティバルでの出店を通して部員同士交流を深めています。ま
た活動だけではなく、学校での休み時間に一緒に過ごしたり、学外にて
一緒に遊びにいったりすることもあります。なんといってもKVCは全
員が仲良くなれることが特長だと思います。学内外での交流がサークル
活動をさらに活発にさせています。もう一つの特長は学年の壁が全然な
いことです。先輩後輩とても仲が良いです。だれが入部しても楽しめる
自信が3年生の運営陣にはあります！　バレーボールを通してかけがえ
のない時間をたくさんの友達と過ごせるのがKVCだと思います。

　大蔵第二運動場の体育館に入ると、まずはスパイク練習からスタートしました。メンバーたちは
トスに合わせて力強くスパイクを打ち込み、一球一球フォームを確認しながら汗を流していました。
その後は男女混合のチームをつくり、試合形式の練習を実施。コートではラリーが続き、ナイスプ
レーが飛び出すたびに歓声や拍手が上がっていました。ミスをしても互いに声を掛け合い、笑顔で
励まし合うなど、体育館は終始和気あいあいとした雰囲気に包まれていました。一方で、プレーが
始まると真剣な表情に切り替わり、一球一球に集中してプレーする姿が印象的でした。楽しみなが
らも真剣に競技と向き合う様子が伝わる練習でした。

取材を終えて

Voices of MembersVoices of Members部員の声
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書道部
　　創立年　　1955年
　　部員数　　38人

こんにちは！書道部です。
書道部は 38人で日々楽しく活動しておりま
す。週2回（火・金）の16時 20分から19
時 30分まで活動しており、遅刻や早退、欠
席OKなので予定に合わせて自由に参加す
ることができます！
通常活動では、主に冬に行われる書作展に向
けて、先生のご指導のもと自分の書きたい作
品を日々練習しています。他にも留学生交流
会や書道パフォーマンス、合宿などのイベン
トが盛りだくさんです！
やるときは真剣に、普段は和気あいあい。温
かくて居心地のいい部活です。大学から始め
た部員もたくさんいます。「やってみたい」
の気持ちがあれば大歓迎！経験や上手さは関
係ありません。用具は部で用意しているので
安心です◎
この記事を見て書道部に興味を持ってくだ
さったら嬉しいです。書道を通して、一緒に
素敵な思い出をつくりませんか？お待ちして
います！

CIRCLE Pick Up!CIRCLE Pick Up!サークル紹介
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上手い下手より
自分らしく！

幹事長
文学部　国文学科３年

遠藤 実央

書道部ではそれぞれの好きを追求してもらえるように、書く文字もみん
なバラバラです。そのため同じ紙の上に並んだ作品でも、個性が浮かび
上がってきます。部員同士で作品を見せ合うと、線質や掠れなど、評価
の軸が上手い・下手ではなく、「その人らしさ」に向かうのもこの部活
ならではかなと思います！
書道には正解がありません。温かい線、凛々しい線、ユニークな線…ど
の作品にもそれぞれに魅力があります。そこが書道の一番の魅力で一番
難しいところだと感じています。

仲間と深める、
書の表現と日本文化

副幹事長
文学部　英米文学科3年

笹川 瑚青

私は今まで習い事として書道を続けてきました。そこでは書道を趣味と
する同年代の人はどんな文字を書くのか、というのはなかなか見る機会
がなかったのを覚えています。しかし大学に入り書道部に所属すること
で、表現の幅が広がったように感じます。文字の形や書体に意識を向け
ることで、日本文化の奥深さを感じられます。また、書作展という一つ
の目標に向かって部員同士で活動していけることも、部活動だからこそ
味わえる感覚で、とても魅力的だと感じています。

指導と刺激で広がる
表現力

副幹事長
仏教学部2年
岩崎 茉侑

私は書道未経験で入部しましたが、先輩方や講師の方々が一から丁寧に
教えてくださったので、安心して始めることができました。様々な書の
古典に触れる中で、自分の好きな作風を見つけ、ただ臨書するだけでな
く、自分なりの表現を加える楽しさを知りました。また、先輩後輩関係
なく気軽にアドバイスをし合い、お互いに刺激を受けながら成長できま
す。未経験でも挑戦でき、自分の成長を実感できることが書道部の大き
な魅力です。

　澄んだ墨の微かな匂いと畳の青い
香りが混じり合う和室。窓越しには
初夏の光を受けた緑豊かな庭園が広
がる深沢キャンパス日本館で行われ
ました。
　現在部員は 38名（活動は火曜日
＆金曜日）です。
　書道は B4判に近い半紙に書くイ
メージでしたが、実際は細長い紙に
書き、筆先だけが小さく動いていま
す。腕に自信が持てるようになると
こちらに書きたくなるようです。
　挨拶後、4年生から課題の提出、
講師の添削という流れです。そろそ
ろ取材終了の時間なので講師の方に
も入ってもらい質疑応答になりまし
た。講師の方は駒大OB なので質
疑応答に昔話を交えながら和やかな
笑いもあり御開きとなりました。
　書道部の皆様には貴重な時間を頂
き有り難うございました。
　平日にも関わらず参加頂いた文化
部の皆様にもお礼申し上げます。

取材を終えて

Voices of MembersVoices of Members部員の声
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国際センターだより

国際センターの

支援体制

◀国際センター
　公式lnstagram

	 The team at the International Center of Komazawa University works tirelessly to foster the university’s 
global partnerships and to develop opportunities to deepen cultural exchange and global mobility through 
study and research activities abroad. It is a great privilege to have joined the team as the Director of the Inter-
national Center since April 2025 . The International Center was established in May, 1988 and currently has 
47 partnerships worldwide. An important aspect of the International Center’s activity is encouraging students 
to consider their role as global citizens and to develop their skills as part of the future workforce. The demand 
for international education is rising, and it is essential to understand shifting mobility patterns and emerging 
digital platforms. In the first semester Komazawa University accepted a total of 8 exchange students from 
Taiwan, Korea, Spain and Germany. The university also sent 2 exchange students to Korea. In the second 
semester, a total of 13 exchange students came to study at Komazawa University from Taiwan, Korea, the 
U.K., France, Germany and Australia. In addition, the university sent a total of 20 exchange students to 
China, Taiwan, the U.S.A., the U.K., France, Spain, Germany and Poland.
	 The International Center regularly holds study abroad consultations and fairs, providing information 
and support to students. Furthermore, since April of last year, the Global Lounge named “Komazawa Interna-
tional Students’ Hub” or “KISH” has been established, with Global Salons being held each month, providing 
opportunities for interaction between international students and Komazawa University students.

国際センター 所長

モート，セーラ
S A R A H  M O A T E

特
集
特
集
３
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04 グローバルフェア
留学と国際交流に関する個別相
談およびテーマ別講演に特化し
た「留学フェア」を毎年9月に
開催しています。今年度は、留
学だけでなく多様な海外チャレ
ンジに関する情報提供の場であ
ることをイメージしやすいように「グローバルフェア」に名称
を変え、9月30日、10月1日～ 2日の3日間、3号館2階ウィ
ステリアにてお昼休みを中心とした時間帯に開催しました。
ワーキングホリデーや海外インターンシップ、国際ボランティ
アなどの関連団体による個別ブースでの相談会のほか、留学経
験のある在学生によるパネルディスカッションや、活躍する同
窓生やキャリア関連企業を講師に迎えた「留学とキャリア」に
ついての講演会などを実施しました。

01 語学セミナー
2026年度は夏季短期語学セミナーとして、ブリティッシュ・コ
ロンビア大学（カナダ）に25人、カリフォルニア大学アーバイン校

（アメリカ）に21人、淡江大学（台湾）に14人、オックスフォード
大学ハートフォードカレッジ（イギリス）に13人、マルティン・ル
ター大学ハレ・ヴィッテンベルク（ドイツ）に2人、リヨン・カトリッ
ク大学（フランス）に2人、計77人の学生を派遣しました。
参加者はホームステイまたは大学寮に宿泊しながら、語学プロ
グラムへの参加、国際交流、異文化体験を通して、充実した夏
休みを過ごしました。
また、春季短期語学セミナーとして、アルカラ大学（スペイン）、
グリフィス大学（オーストラリア）への学生の派遣を予定してい
ます。また、今年度はカルガリー大学（カナダ）のコースも新規
開設予定です。
なお、語学セミナーを修了すると、希望者は手続きの上、卒業
に必要な単位（外国語選択科目）として認定されます。

05 語学支援奨学金
今年5月より、語学学習を促進することを目的として「語学支
援奨学金」制度を開始しました。大学が指定する語学試験の受
験料の一部または全額を実費で補助します（上限15,000円）。
対象となる主な語学試験は、TOEIC（L＆R）、実用英語技能検
定、IELTS、TOEFL iBT®、HSK、TOPIKなどです。グローバ
ルな視点を得るため、失敗を恐れずに挑戦に踏み出す学生をサ
ポートします。

02 交換・認定校への留学
本学協定校への交換留学および認定校留学の派遣期間中には、本学
の授業料を80％減免し、少しでも留学しやすい環境となるよう便宜
を図っています。さらに交換留学生には本学独自の学習資金の支給
も行っています。
本学では現在、世界各地に47の協定校を有しており、今年度は4月
には2人の交換留学生を、9月には20人の交換留学生を各国の協定
校に派遣しています。また、4月には1人、9月には3人を認定校留
学生として派遣しました。
なお、2027年度9月派遣交換留学の募集要項を国際センター HPで
公開しています。出願締切は2026年12月上旬ですので、派遣の条
件等を確認し、応募の準備を進めてください。

03 留学相談室
国際センターに併設する留学相談室では、多種多様な留学パ
ターンの紹介のほか、必要な語学力や勉強方法、留学手続きの
方法など、さまざまな疑問や相談に留学経験が豊富なSAF 
Japan※のスタッフが応じています。また「学生留学アドバイ
ザー」として、留学経験のある本学学生が実体験などを踏まえ、
相談者の知りたい情報をお届けできるよう、対応しています。
※�SAF（Study Abroad Foundation）は、2000年にアメリカ・インディア

ナ州の「認可非営利教育機関」として設立され、日本をはじめとするア
ジアの大学生の「単位認定留学」のサポートを行っている留学支援団体

08 グローバルラウンジ「KISH」
駒澤大学の国際交流の拠点として、2025年4月にグローバル
ラウンジ「KISH」を開設しました。国際交流に興味のあるす
べての学生に開かれたスペースとして利用することができ、グ
ローバルサロン等各種イベントも開催しています。
　場 所　 駒沢キャンパス 3号館3階3-307教場横

07 来日プログラム「KOMSTUDY」
毎年、本学協定校から留学生が来日し、駒澤大学の在学生との
交流を通して日本語や日本文化を学ぶ、短期の来日プログラム

「KOMSTUDY（コムスタディ）」を実施しています。今年度は
これまでの3週間コースに加え、4週間コースを新しく開設し
ました。6月15日から7月11日まで行われた「KOMSTUDY 
2026」には、5つの国・地域の計5大学から20人の留学生が
参加しました。期間中には延べ120人以上の学生ボランティ
アが留学生のサポートを行いました。

06 グローバルサロン
毎月、受入れ留学生に日本
語、英語、母国語で自国の
文化を話してもらい、本学
学生と交流を深めていく

「グローバルサロン」を開
催しています。お昼休みに
集まった学生たちは、お互
いの国の観光地やエンタメ
などを紹介し合って、毎回
盛り上がっています。

学内での国際交流
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※4号館と禅研究館を除き、各施設にはエレベーターを設置して
います。

駐輪場

工事区域

ぜ
ん
ぱ
く

　
「
ぜ
ん
ぱ
く
」
こ
と
禅
文
化
歴
史
博
物
館
は
、
日
本
で
も
数
少
な

い
、
禅
の
文
化
と
歴
史
を
紹
介
す
る
博
物
館
で
す
。
開
校
１
２
０
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
６
月
１
日
に

開
館
し
ま
し
た
。

　
本
学
の
特
色
で
あ
る
禅
・
仏
教
の
文
化
や
歴
史
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
施
設
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
学
内
の
み
な
ら
ず
、
地

域
社
会
の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
は
、
広
く
世
界
へ
向
け
て
禅
の
文
化
を

発
信
す
る
基
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
館
内
は
２
階
建
て
で
、
禅
宗
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
が
数

多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
収
蔵
品
や
展
示
内
容
は
学
術
的
に
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物（「
駒
澤
大
学
旧
図
書
館

（
禅
文
化
歴
史
博
物
館
・
耕
雲
館
）」）自
体
が
国
の「
登
録
有
形
文
化
財（
建

造
物
）」
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
設
計
者
・
菅
原
榮
蔵
（
１
８
９
２
―

１
９
６
７
）
に
よ
る
ラ
イ
ト
風
建
築
の
特
徴
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
吹
き
抜
け
天
井
を
彩
る
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
堅

牢
な
屏
風
上
の
外
壁（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
面
し
た
側
）は
、
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
で
す
。

　
独
創
的
な
こ
の
空
間
は
ま
る
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
禅
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
よ
う
で
す
。

　
今
回
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、「
禅
」「
文
化
」「
歴
史
」
に
つ
い
て
、

ま
た
博
物
館
の
魅
力
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

駒澤大学 HP・禅文化歴史博物館 HP より

～
禅
を
通
じ
て
文
化
と
歴
史
に
触
れ
る
、

　
ス
ティ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
も
実
践
し
た
禅
の
文
化
～

禅文化歴史博物館

博物館HP

特
集
特
集
４
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小
川
館
長
・
杉
山
課
長
・ 

塚
田
学
芸
員
・
佐
藤
学
芸
員
と
の
一
問
一
答

Ｑ
１	

愛
称
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
禅
博
（
ぜ
ん
ぱ
く
）」
の
愛
称
で
、
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
２	

美
術
に
関
心
の
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
絵
画
展
示
を

拡
充
し
て
「
歴
史
美
術
博
物
館
」
と
す
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は

あ
り
ま
す
か
？

　
当
館
が
「
禅
」
を
主
題
と
す
る
博
物
館
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、「
禅
文
化
」
と
称
さ
れ
る
も
の
に
は
、
美
術
的
な

価
値
を
も
っ
た
作
品
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
（
２
０
２
６
年

度
前
期
）、
１
Ｆ
展
示
室
で
禅
画
の
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
な
ど
は
、
美
術
に
関
心
の
あ
る
方
に
も
興
味
を
も
っ
て
見
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
禅
僧
の
書
画
は
、
あ
く
ま
で
も
、
禅
の
思
想
や
精
神
を

表
現
し
た
も
の
で
す
。
禅
宗
の
書
画
を
単
な
る
美
術
品
と
し
て
展
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
当
館
の
展
示
は
そ
う
で
は
な
く
、

絵
画
に
附
さ
れ
た
「
賛
」（
漢
詩
文
に
よ
る
批
評
）
を
学
芸
員
が
て
い
ね

い
に
解
読
し
て
お
示
し
し
、
あ
く
ま
で
も
禅
の
こ
こ
ろ
を
示
す
作
品

と
し
て
展
示
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
３	

館
内
で
特
に
注
目
す
べ
き
所
蔵
品
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
所
蔵
品
と
し
て
最
も
誇
る
べ
き
も
の
は
、
道ど
う

元げ
ん

禅
師
の
真し

ん
筆ぴ

つ
で
あ

る
『
正

し
ょ
う
法ぼ
う
眼げ
ん
蔵ぞ
う
』
嗣し

書し
ょ
の
巻
で
す
。
実
は
、
こ
の
冊
子
は
、
長
い
間
、

所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
運
に
も
、
さ
る
古
物
商

の
手
を
経
て
当
館
の
所
蔵
に
帰
し
ま
し
た
。
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、
ふ

だ
ん
は
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
、
毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
だ
け

原
本
を
特
別
公
開
し
て
い
ま
す
。
入
れ
替
え
の
際
に
何
度
も
立
ち
合

い
ま
し
た
が
、
私
（
館
長
）
に
は
、
ま
っ
た
く
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。

道
元
禅
師
の
文
字
の
気
品
と
風
格
は
、
レ
プ
リ
カ
で
も
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
「
館
内
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
つ
の
大
切
な
お
宝

は
、
こ
の
博
物
館
の
建
物
自
体
で
す
。
関
東
大
震
災
で
損
壊
し
た
初

代
図
書
館
に
代
わ
り
、二
代
目
図
書
館
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た（
正

式
開
館
は
昭
和
３
年
）。
再
来
年
で
１
０
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
震
災

復
興
期
に
流
行
し
た
「
ラ
イ
ト
風
」
と
呼
ば
れ
る
建
築
様
式
の
特
色

を
よ
く
示
し
、
昨
年
（
２
０
２
５
年
）、
国
の
「
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
天
井
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や

内
外
壁
の
建
築
陶
器
、
耐
震
性
を
考
慮
し
た
と
さ
れ
る
屏
風
状
の
外

壁
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４	

新
入
生
に
禅
文
化
歴
史
博
物
館
を
説
明
さ
れ
る
と
き
に
は	

先
ず
は
何
を
紹
介
さ
れ
ま
す
か
？

　
多
く
の
１
年
生
が
「
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
授
業
で
初
め
て

当
館
を
訪
れ
ま
す
。
来
館
前
に
皆
さ
ん
に
、
博
物
館
制
作
の
「
駒
澤

大
学
の
歴
史
」
と
い
う
10
分
ほ
ど
の
動
画
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
教
育
懇
談
会
」
の
各
会
場
で
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
５	

保
護
者
が
参
加
で
き
る
年
間
行
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　
教
育
懇
談
会
（
東
京
地
区
）
の
日
の
特
別
開
館
や
教
育
後
援
会
の
研

修
な
ど
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
入

学
式
・
卒
業
式
の
と
き
も
、
多
く
の
保
護
者
の
方
が
お
見
え
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
皆
さ
ま
に
開
放
さ
れ
て
い
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
、「
ふ
れ
あ
い
禅
寺
め
ぐ
り
」、
坐
禅
会
な

『正法眼蔵』嗣書の展示

博物館外観

館内入口付近

２階から見た様子大学の歴史についての展示

天井のステンドグラス
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ど
、
生
涯
教
育
や
地
域
連
携
の
催
し
に
来
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家

庭
で
し
た
ら
、
夏
休
み
の
小
学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
子
ど
も
ぜ
ん
ぱ

く
」
も
、
自
由
研
究
の
題
材
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
我
々
と
し
て
も
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、
ぜ
ひ
、
ご
来

館
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
６	

禅
文
化
だ
け
で
な
く
、
駒
澤
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、学
生
が
卒
業
ま
で
に
授
業
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
の
一
環
と
し
て
入
館
す
る
仕
組
み
は
あ
り
ま
す
か
？

　
前
述
の
「
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
」
で
ご
来
館
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
最

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
て
く

れ
る
学
生
も
い
ま
す
。
ま
た
、
当
館
を
見
学
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
、

と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
る
科
目
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
７	

館
内
入
口
に
カ
プ
セ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
す
か
？　
や
は
り
全
部
仏
教
関
連
で
す
か
？

　
仏
像
と
仏
具
が
あ
り
、
世
代

を
問
わ
ず
人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
を
受
付

で
販
売
し
、
た
い
へ
ん
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
８	

学
生
た
ち
に
一
番
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
は
何
で
す
か
？

　
本
来
の
自
己
…
…
。
博
物
館
で
は
、
禅
の
心
を
通
し
て
、
自
己
と

対
話
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
展
示
物
は
「
本
来
の
自
己
」
を

照
ら
し
出
す
鏡
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
に
限
ら
ず
、
来
場
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
展
示
物
を
通
じ
て
自
己
と
対
話
す
る
。
そ
ん
な
気
持

ち
で
展
示
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
９	

年
間
何
人
く
ら
い
の
来
館
者
が
い
ま
す
か
。

　
昨
年
も
、
一
昨
年
も
、
年
間
２
万
人
を
超
え
る
来
館
者
が
あ
り
ま

し
た
。
外
部
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
学

外
か
ら
来
て
く
だ
さ
る
一
般
来
館
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
海
外
の
禅

僧
の
方
や
禅
に
関
心
の
あ
る
外
国
の
方
の
来
館
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
１
階
展
示
品
の
説
明
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
曹
洞
宗
は
海
外

布
教
の
歴
史
も
古
く
、
欧
米
で
も
禅
の
文
化
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
学
の
ご
卒
業
生
で
あ
る
乙お

と
川が

わ
弘こ

う
文ぶ

ん
老
師
（
１
９
３
８
―

２
０
０
２
）
と
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

（
１
９
５
５
―
２
０
１
１
）
の
師
弟
関
係
は
有
名
で
す
が
、
ほ
か
に
も
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

Ｑ
10	

博
物
館
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や
、博
物
館
の
目
的
は
？

　
展
示
の
主
体
は
「
禅
」
の
「
文
化
」
と
「
歴
史
」
で
す
。
こ
う
い

う
展
示
が
見
ら
れ
る
の
は
、
禅
宗
の
学
校
な
ら
で
は
の
特
徴
の
一
つ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

博
物
館
に
は
、
駒
澤
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
駒
澤
大
学
に
限
ら
な
い
、
日
本
の
教
育
史
の
貴
重
な
資
料
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
博
物
館
は
、
学
芸
員
を
目
指
し
て
博
物
館
学
を
学
ぶ
学

生
た
ち
の
、
身
近
な
実
習
施
設
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
原
資
料
を
手

に
し
な
が
ら
古
い
文
物
の
扱
い
を
学
ん
だ
り
、
学
生
の
企
画
・
運
営

に
よ
る
企
画
展
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
の
博
物
館
は
、
学
生

た
ち
の
実
践
的
な
学
び
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
禅
文
化
歴
史
」
博
物
館
は
、「
禅
」
を
切

り
口
と
し
つ
つ
、
広
く
人
間
の
「
文
化
」
と
「
歴
史
」
に
触
れ
る
、

活
き
た
学
習
施
設
だ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
学
生
諸
君
に
「
文
化
」
と
「
歴
史
」
に
触
れ
て
も
ら
う
場
所
は
、

当
館
の
中
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
の
仕
事
の
一
つ
に
、
国
立

博
物
館
の
利
用
促
進
事
業
が
あ
り
ま
す
。
大
学
が
「
東
京
国
立
博
物

館
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
」
と
「
国
立
科
学
博
物
館
大
学
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
学
生
が
両
博

物
館
の
常
設
展
を
何
度
で
も
無
料
で
参
観
で
き
、
特
別
展
の
割
引
や

各
種
講
座
で
の
優
待
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
今
年

度
よ
り
禅
博
が
こ
の
業
務
を
所
管
す
る
よ
う
に
な
り
、
鋭
意
、
利
用

の
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
た
め
の
資
金
を
ご
提

供
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
教
育
後
援
会
で
す
。
教
育

後
援
会
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
こ
の
事
業
を
推
進
で
き
る
こ
と
に
、

博
物
館
と
し
て
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

国立博物館の利用特典
「東京国立博物館キャンパスメンバーズ」
「国立科学博物館大学パートナーシップ」
についてはこちら
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/museum/
campus-members.html

禅文化歴史博物館のホームページの「館長の挨拶」が
ありますので、詳しくは博物館HP「館長の挨拶」
https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/
museum/overview/　を是非ご覧ください

カプセルコレクション

取材時に購入した
ミュージアムグッズの

扇子とマスキングテープ
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Ｑ
11	

最
後
に
、「
悟
り
」
と
は
何
で
す
か
？

　
悟
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
む
か
し
の
禅

僧
の
の
こ
し
た
言
葉
を
読
む
と
、「
悟
り
」
と
い
う
超
越
的
で
神
秘

的
な
体
験
が
あ
る
、
そ
う
思
っ
て
そ
れ
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
こ

と
こ
そ
が
「
迷
い
」
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
の
時
代
、
駒
澤
大
学
で
坐
禅
を
指
導
さ
れ
た
澤さ

わ
木き

興こ
う

道ど
う

老
師

（
１
８
８
０
―
１
９
６
５
）
の
『
禅
談
』
と
い
う
本
に
、
こ
ん
な
歌
が
引

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
―
―
悟
り
と
は
悟
ら
ぬ
前
の
迷
な
り

　
　
　
　
　
　
　
悟
り
て
見
れ
ば
悟
る
物
な
し

　
国
語
辞
典
や
仏
教
辞
典
で
「
禅
宗
」
と
い
う
項
目
を
ひ
く
と
、
た

い
て
い
、
坐
禅
に
よ
っ
て
悟
り
を
目
指
す
宗
教
、
そ
ん
な
意
味
の
説

明
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
曹
洞
宗
の
禅
は
、
そ
う
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
澤
木
老
師
は
、
同
書
で
こ
う
も
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

…
…
た
だ
坐
る
の
だ
。
曹
洞
宗
に
は
只し

管か
ん

打た

ざ坐
と
い
う
言
葉
が

あ
る
が
、
そ
の
た
だ
坐
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
深
い
道
理
が
あ
る
。

た
だ
坐
る
所
に
言
わ
な
く
と
も
悟
り
は
あ
る
の
で
す
。
た
だ
坐

る
と
こ
ろ
に
悟
り
は
引
っ
付
い
て
い
る
。
…
…
た
だ
坐
り
さ
え

す
れ
ば
そ
こ
に
道
が
あ
る
。
…
…

　道元禅師は、禅とは坐禅のみならず、掃除や料理、仕
事、人との関わりなど、生活のすべてが禅であり、日常
生活の一つひとつに真心を込めて丁寧に営むことが禅の
修行であり、その修行そのものが悟りであると説かれま
した。
　成果や効率、競争が重視される現代社会では、私たち
は結果ばかりを追い求め、「今、この瞬間」を大切にす
ることを忘れがちです。道元禅師の教えは、「今、この
一瞬を丁寧に生きること」「目の前の行いに心を尽くす
こと」そのものに人生の深い意味があることを示してい
ます。
　目的や成果を追い求め、日々の忙しさやルーティン
ワークに追われる現代社会において、道元禅師の思想は、
自分自身の生き方を見つめ直すための大切な示唆と心の
拠り所を与えてくれることでしょう。
　館長・課長・学芸員さんにご対応いただきながら、2
時間にわたって、館内の参観とインタビューを行わせて
いただきました。1階の禅文化の展示品や 2階の大学
の歴史を物語る展示品、すべて各々の歴史、意味や解釈
や価値、展示品にまつわる裏話など、たいへん丁寧にお
話しいただきました。悟りについてのお話、禅文化と
IT の巨人の出会い、禅宗とお茶の文化の関係、昔々の
駒澤のカリキュラム……。65歳にして初めて知ること
の多さにも驚きつつ、あっという間の 2時間で、まだ
まだ時間が足りないと感じました。お忙しいところ、お
時間をいただき、ありがとうございました。
　写経体験をはじめ、講演会、企画展、各種セミナーな
ど、多彩な催しが開催されているほか、七夕や夏休みの
子ども向けイベントも企画されており、世代を問わず、
だれでも気軽に禅の世界に親しむことができます。
　皆さんも心静かなひとときを過ごしながら、禅の歴史
や文化、そして道元禅師の教えに触れるために、ぜひ一
度、我らが禅文化歴史博物館を訪ねてみてください！

文化部委員（W.T）

取材を終えて

悟り、教えの展示物

禅文化歴史博物館

最新情報は

公式SNSでCheck!
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多
様
性
を
増
す
現
代
社
会
を
担
う	

人
材
の
育
成

　
文
学
部
社
会
学
科
で
は
社
会
学
専
攻
、
社
会

福
祉
学
専
攻
の
２
専
攻
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
６
年
５
月
現
在
、
社
会
学
専
攻
で
は

２
８
３
名
、
社
会
福
祉
学
専
攻
で
は
３
３
４
名

の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
各
専
攻
７
名
ず
つ
、

合
計
14
名
の
専
任
教
員
と
２
名
の
実
習
助
手
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
学
び
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
社
会
学
専
攻
で
は
「
幅
広
い
教
養
と
専
門
知

識
、
課
題
解
決
力
と
表
現
力
、
多
様
な
他
者
を

尊
重
し
協
働
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
社
会
福
祉
学
専

攻
で
は
「
福
祉
の
諸
問
題
を
客

観
的
、
科
学
的
に
分
析
し
、
実

践
的
に
対
処
で
き
る
た
め
の

基
本
的
で
幅
広
い
知
識
と
専

門
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
、

現
代
社
会
の
多
様
性
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
社
会
人
・
職

業
人
を
育
成
」
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
日
々
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
専
攻
の
教
育
理
念
に
共

通
す
る
テ
ー
マ
が
「
多
様
性
」

で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
流
動
化

が
進
む
現
代
に
お
い
て
は
、
社
会
の

構
造
を
的
確
に
理
解
し
、
個
人
の
多

様
性
を
尊
重
し
た
上
で
、
諸
課
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
社
会
学
科
で
は
、
こ
う
し
た

時
代
の
要
請
に
応
え
得
る
視
野
の

広
い
人
材
を
養
成
し
、
社
会
へ
送
り

出
す
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
学
科
に
お
け
る
教
育
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
豊
富
な
演
習
・
実

習
科
目
を
通
じ
た
実
践
的
な
「
学

び
」
で
す
。
多
様
性
と
い
う
概
念

は
、
教
室
で
の
講
義
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
す
。

社
会
学
専
攻
で
は
、
社
会
学
専
門
演

習
な
ど
の
科
目
で
社
会
調
査
を
実

施
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
学
専
攻
で

も
、
各
種
実
習
や
演
習
を
通
し
て
福
祉
の
現
場

で
の
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
実
習
や
演
習
を
通
じ
て

培
わ
れ
る
「
他
者
に
共
感
す
る
力
」
と
「
客
観

的
に
分
析
し
論
理
的
に
説
明
す
る
力
」
は
、
社

会
に
出
て
多
く
の
人
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
こ
そ
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
が
、
他
者
へ
の
想
像
力
、
論
理

的
な
思
考
や
説
明
力
は
、
今
後
も
人
間
社
会
の

根
幹
を
な
す
力
で
あ
り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。

４
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
が
こ
う

し
た
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
を
築
い
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

文
学
部 

社
会
学
科

学
部・学
科
紹
介

学科主任
挨拶

文学部社会学科主任
教授
濱田 国佑
K U N I S U K E  H A M A D A

特
集
特
集
5
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社
会
学
専
攻
に
つ
い
て

　
社
会
学
は
、
社
会
と
い
う
も
の
を
冷
静
に
見
つ
め
、
多
様
な
視
点
か
ら
分

析
す
る
学
問
で
す
。
性
別
や
友
人
関
係
、
家
族
と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー
マ
か

ら
、
地
域
社
会
や
産
業
構
造
、
国
の
制
度
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
変
化

ま
で
、
社
会
を
構
成
す
る
多
種
多
様
な
事
柄
を
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
専
攻
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
え
て
疑
問
を
投
じ
て
み
る
」
と
い
う
、
物
事
の
構
造
や
現
象
の
成
り
立
ち

を
捉
え
直
す
視
点
で
す
。
専
攻
に
は
７
人
の
専
任
教
員
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
に
基
づ
く
多
彩
な
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
が
無
理
な
く
段
階
を
踏
ん
で
学
べ
る
よ
う
、
レ
ポ
ー
ト
や
レ
ジ
ュ
メ

作
成
の
基
礎
か
ら
高
度
で
専
門
的
な
議
論
ま
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
体
系
的

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
学
び
を
踏
ま
え

て
、
自
ら
主
体
的
に
社
会
の
現
状
を
調
べ
る
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
社
会
調
査
の
基
礎
的
な
考
え
方
か
ら
デ
ー
タ
分
析
の
手

法
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
び
、「
社
会
調
査
士
」
の
資
格
取
得
も
推
奨
し
て

い
ま
す
。
特
に
３
年
生
の
ゼ
ミ
は
社
会
調
査
を
実
践
す
る
場
で
あ
り
、
卒
業

論
文
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
と
出
会
う
重
要
な
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
進
路
は
多
岐
に
わ
た
り
、
金
融
、
Ｉ
Ｔ
、
メ
ー
カ
ー
、
公
務
員

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
社
会
学
専
攻
は
こ
れ

か
ら
も
社
会
学
の
専
門
知
を
活
か
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
学
専
攻

社会学専攻主任
准教授
土田 久美子
K U M I K O  T S U C H I D A

社
会
福
祉
学
専
攻
で
の
学
生
の
学
び
と
進
路

　
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
毎
年
、
教
育
懇
談
会
や

新
年
賀
詞
交
換
会
で
ご
父
母
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
夏
の
懇
談
会
で
も
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
学

専
攻
の
学
生
の
就
職
動
向
や
国
家
試
験
合
格
の
動
向
は
極
め
て
良
好
で
す
。

就
職
動
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
例
年
卒
業
生
の
４
割
程
度
が
民
間
企
業
に
就

職
し
て
お
り
、
３
割
程
度
が
福
祉
専
門
職
、
残
り
３
割
程
度
が
公
務
員
と
し

て
就
職
し
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
で
は
、
福
祉
用
具
や
各
種
福
祉
事
業
を
展

開
す
る
企
業
か
ら
情
報
通
信
、
金
融
、
ホ
テ
ル
、
不
動
産
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
専
門
職
で
は
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
で
の
相
談
支
援
職
の
ほ
か
、
児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者
福

祉
施
設
等
で
の
生
活
支
援
な
ど
、
学
ん
だ
知
識
と
技
術
を
生
か
し
た
仕
事
に

就
い
て
い
ま
す
。
ま
た
公
務
員
に
な
る
学
生
も
多
く
、
一
般
行
政
職
や
福
祉

職
公
務
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
国
家
試
験
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
現

役
合
格
率
は
他
大
学
と
比
較
し
て
も
非
常
に
良
好
で
、
今
年
の
試
験
で
は
社

会
福
祉
士
が
84・
６
％
、
精
神
保
健
福
祉
士
が
3
年
連
続
１
０
０
％
と
、
学

生
諸
君
の
頑
張
り
が
際
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
対
人
支
援
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
世
に
送
り
出
す
教
育
機

関
と
し
て
、
専
攻
教
員
一
同
、
今
後
も
よ
り
良
い
専
門
教
育
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 社

会
福
祉
学
専
攻社会福祉学専攻主任

准教授
長尾 譲治
J O J I  N A G A O
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社会学専攻　教授

深澤 弘樹
H I R O K I  F U K A S A W A

　専門分野　

メディア・コミュニケーション論
（テレビニュース・スポーツ実況研究）

　
私
は
も
と
も
と
地
方
の
放
送
局
で
あ
る
山
梨

放
送
に
18
年
間
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
勤
務

し
、
２
０
１
０
年
に
本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
す
で
に
16
年
が
経
過
し
、
ま
も
な

く
以
前
の
会
社
で
勤
め
た
年
数
に
並
び
ま
す
。

改
め
て
月
日
の
流
れ
の
早
さ
に
驚
く
ば
か
り	

で
す
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
に
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
の
情
報
番
組
、
ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
実
況
も
数
多
く
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

働
き
な
が
ら
大
学
院
に
通
い
、
博
士
（
社
会
情

報
学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
こ
と
が
研
究
者
へ

の
道
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
時

代
に
は
、
修
士
論
文
で
高
校
野
球
、
博
士
論
文

で
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
研
究
対
象
と
し
、
そ
の

と
き
の
問
題
意
識
が
現
在
の
研
究
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
研
究
で
す
。
テ
レ
ビ
世
代
の
私

た
ち
が
キ
ャ
ス
タ
ー
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る

の
は
、
今
年
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
久
米
宏
さ

ん
や
、
元
新
聞
記
者
の
筑
紫
哲
也
さ
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
は
反
権
力
の
姿
勢
を

打
ち
出
し
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
ス
タ
イ
ル

が
主
流
で
し
た
が
、
近
年
は
よ
り
親
し
み
や
す

さ
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ス
タ
ー
が
好
ま
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
今
は
情
報
を

得
る
こ
と
が
容
易
で
す
し
、
Ａ
Ｉ
に
聞
け
ば
何

で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
視
聴
者
は
情
報
そ
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
共
感
や
安
心
感
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
お
り
、
私
は
キ
ャ
ス
タ
ー
の
存

在
意
義
と
は
何
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら

探
り
ま
し
た
。
見
え
て
き
た
の
は
、
視
聴
者
や

取
材
対
象
者
に
寄
り
添
い
、
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
を
大
切
に
す
る
キ
ャ
ス
タ
ー
の
姿
勢	

で
す
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
全
国
の
10
社
を
ま
わ
り
、

ニ
ュ
ー
ス
の
担
当
者
や
キ
ャ
ス
タ
ー
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
必
ず
話

題
に
上
る
の
は
「
テ
レ
ビ
離
れ
」
で
す
。
大
学

生
の
な
か
に
は
テ
レ
ビ
を
持
っ
て
い
な
い
方
も

一
定
数
い
ま
す
し
、
総
務
省
の
「
令
和
７
年
通

信
利
用
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年

に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
世
帯
の

割
合（
91・８
％
）が
テ
レ
ビ（
90・１
％
）を
初
め

て
上
回
り
ま
し
た
。
放
送
業
界
に
長
く
関
わ
っ

た
私
に
と
っ
て
は
シ
ョ
ッ
ク
な
数
字
で
し
た
。

　
数
字
が
示
す
と
お
り
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
は
相

対
的
に
そ
の
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
場

の
方
々
も
放
送
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
感
じ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
強
い

危
機
感
や
ジ
レ
ン
マ
を
耳
に
す
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
自
分
た
ち
の

仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
事
実
を
一
つ
ひ
と
つ
確

か
め
な
が
ら
日
々
の
業
務
に
あ
た
る
真
摯
な
態

度
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。「
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
」「
根
拠
に
基
づ
い
て
語
る
」

と
い
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
営
み
は
、
既

存
メ
デ
ィ
ア
が
培
っ
て
き
た
財
産
で
す
し
、
ま

だ
ま
だ
そ
の
可
能
性
と
役
割
は
大
き
な
も
の
が

あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
学
術
的
な
成
果
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
既

存
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
放
送
局

出
身
の
研
究
者
で
あ
る
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
激
変
期
の
現
在
、
現
場
と

学
術
を
架
橋
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
べ
き
メ

デ
ィ
ア
の
姿
を
学
生
と
一
緒
に
探
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駒大教員探訪駒大教員探訪駒大教員探訪
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社会福祉学専攻 講師

延原 稚枝
W A K A E  N O B U H A R A

　専門分野　

障害者福祉

「
障
害
」と
は
何
か
、
そ
し
て	

そ
の
在
り
処
は
ど
こ
か
を
考
え
る

　
私
は
、文
学
部
・
社
会
学
科
・
社
会
福
祉
学
専

攻
で
、
主
に
障
害
者
福
祉
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
授
業
で
は
、
心
身
の
機
能
に
障
害
が
あ

る
こ
と
を
「
機
能
障
害
（im

pairm
ent

）」、

そ
の
機
能
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
や

社
会
参
加
に
お
い
て
障
壁
が
生
じ
る
こ
と
を

「
障
害（disability

）」
と
捉
え
直
し
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。
つ
ま
り
「
障
害
」
の

在
り
処
は
、
い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
」
と
呼
称
さ

れ
る
人
の
か
ら
だ
の
内
側
で
は
な
く
、
社
会
の

側
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
（
こ
れ
を
『
障
害
の

社
会
モ
デ
ル
』
と
言
い
ま
す
）
を
学
ん
で
も
ら

う
わ
け
で
す
。
こ
の
『
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
』

と
い
う
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
学
生
の
皆
さ
ん

が
、「
障
害
者
（
障
が
い
者
）」
と
呼
称
さ
れ
る

人
た
ち
の
こ
と
を
捉
え
て
き
た
考
え
方
と
異
な

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
講

義
の
中
で
も
、
歴
史
的
な
経
緯
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
ゲ
ス
ト
講
師
の
講
義
や
、
ゲ
ス
ト
講
師
と

担
当
講
師
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
聞
い
て

も
ら
う
機
会
を
し
ば
し
ば
設
け
て
い
ま
す
。
障

害
者
福
祉
の
発
展
過
程
か
ら
も
学
生
の
皆
さ
ん

は
新
た
な
気
づ
き
を
得
て
い
ま
す
が
、
様
々
な

現
代
の
実
践
や
事
例
を
見
聞
き
す
る
中
で
、
機

能
障
害
が
あ
る
人
に
社
会
的
障
壁
が
生
じ
た
り
、

社
会
的
抑
圧
に
さ
ら
さ
れ
た
り
す
る
事
象
を
抽

象
的
な
概
念
で
は
な
く
、
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て

い
る
現
実
の
問
題
と
し
て
考
察
す
る
機
会
に
な

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
、
障
害
者
福
祉
の
中
で
も
、
障
害
が
あ

る
人
の
権
利
擁
護
支
援
を
専
門
に
研
究
し
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
障
害
が
あ
る
人
た
ち
の
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

と
、
そ
の
時
期
の
周
囲
の
人
の
か
か
わ
り
や
、

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
て
い
ま
す
。

少
し
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

社
会
福
祉
関
連
の
法
制
度
で
は
、
障
害
が
あ
る

人
、
子
育
て
を
し
て
い
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
は
、
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
を
想
定
し
て

サ
ポ
ー
ト
を
い
く
ら
か
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
重

な
っ
た
状
況
に
あ
る
人
の
こ
と
は
十
分
に
想
定

し
た
制
度
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

こ
と
を
調
査
等
で
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
「
機
能
障
害
が
あ
る
人
の
子
育
て
に

お
け
る
『
障
害
』
は
法
制
度
の
設
計
や
運
用
に

も
あ
る
」
こ
と
を
見
出
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
私
の
社
会
福
祉
実
践
に
根
差
し

た
調
査
研
究
の
ス
タ
イ
ル
は
、
少
人
数
で
行
う

ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
活
動
で
は
、
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
の
研
究
関

心
に
基
づ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ゲ
ス
ト

講
師
の
講
話
を
設
定
し
た
り
、
文
献
講
読
を
し

た
り
し
て
も
ら
い
、
研
究
内
容
を
定
め
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
は
仲
間
の
力
も
借
り
な
が
ら

研
究
を
進
め
、
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
研
究

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
学
会
等

で
発
表
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
確
か
な
視
座
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
多
く
の
気
づ
き
を
得
て

い
ま
す
が
、
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
が
、
社
会
の
側

に
あ
る
す
ぐ
に
答
え
の
出
な
い
課
題
に
対
峙
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
視
座
を
高
め
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
研
究
と
教
育
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
未
来
を
担
う
学
生
た
ち
と
と
も
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駒大教員探訪駒大教員探訪駒大教員探訪

せたがや福祉区民学会への参加

ゲスト講師を招いた授業
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このゼミゼミに注目注目！！

社会学専攻　教授
李 妍焱
Y A N Y A N  L I

　 専門分野 　

市民社会論とソーシャル・イノベーション論
　演習テーマ　

地域プロジェクトと市民的コモンズの形成

李妍焱ゼミ

市
民
に
よ
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

独
自
の
視
点
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
近
年
日
本
各
地
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

や
銭
湯
な
ど
の
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
拠
点
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
、
子
ど
も
食
堂
の
よ
う
な
各
種

居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市

民
に
よ
る
個
性
的
な
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
や
市
場
の
補
完
と
見

な
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
個
々
人
の
思
い
や
行
動

に
よ
っ
て
動
か
し
や
す
く
、
自
律
性
と
自
由
度

が
高
く
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
取
り
組
み
が
容

易
で
、
個
人
の
豊
か
な
生
き
方
の
実
現
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
変
革
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
大
い
に
見
出
さ
れ
る
領
域
で
す
。

　
李
ゼ
ミ
で
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
社
会
を
変

え
る
方
法
を
探
る
と
い
う
大
き
な
目
的
に
向
け

て
、
多
様
な
市
民
が
関
わ
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。
都
内
を
中
心
に

興
味
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
し
、
参
与
観

察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、

空
間
や
緑
、
ロ
ー
カ
ル
路
線
や
商
店
街
、
銭
湯

や
カ
フ
ェ
な
ど
の
地
域
資
源
を
共
有
活
用
す
る

市
民
的
コ
モ
ン
ズ
を
数
多
く
調
査
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
旧
池
尻
中
学
校
を
再
生
し
た
新
た
な
複

合
地
域
施
設HO

M
E/W

O
RK VILLAG

E

や
、

駒
沢
大
学
駅
前
の
商
業
施
設
の
再
開
発
で
生	

ま
れ
た
駒
沢
こ
も
れ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
商
店

街
・
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
尾
山
台
の
タ
タ
タ
ハ
ウ

ス
を
拠
点
と
す
る
お
や
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

世
田
谷
線
沿
線
の
商
店
街
で
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
こ
ら
ぼ
、
小
田
急
線
の
線

路
跡
地
に
で
き
た
下
北
沢
の
ボ
ー
ナ
ス
ト
ラ
ッ

ク
と
シ
モ
キ
タ
園
藝
部
や
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ゲ
ー

ト
代
官
山
に
あ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
拠
点TEN

O
HA

、
松
陰
神
社
前
駅
近

く
の
「
１
０
０
人
の
本
屋
さ
ん
」
や
千
歳
烏
山

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
な
な
つ
の
こ
」、

府
中
市
多
磨
霊
園
駅
前
に
あ
る
古
ア
パ
ー
ト
と

カ
フ
ェ
で
展
開
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

「
た
ま
れ
」
や
、
高
円
寺
に
あ
る
老
舗
銭
湯
の

隣
に
で
き
た
「
小
杉
湯
と
な
り
」
な
ど
で
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
特
に
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
面
白
く
楽
し
く
意
味
深
く
生
き

る
大
人
た
ち
と
出
会
い
、
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
彼
ら
が
手
掛

け
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
社
会
学
的
に
分
析

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
そ
の
豊
か
な
生

き
方
か
ら
彼
ら
の
考
え
方
や
価
値
観
、
人
生
の

哲
学
や
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

聞
き
取
り
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
も
調
査
対
象
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
際
に
参

加
し
て
み
た
り
、
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
す
る
な
ど
、
単
な
る
「
習
い
事
」
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

事
」
と
し
て
手
ご
た
え
が
感
じ
ら
れ
る
体
験
を

し
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
い
つ
も
の
日
常
で
は
出
会
え
な
い
よ
う
な
大

人
た
ち
と
出
会
い
、
人
生
や
社
会
を
語
り
、
実

際
に
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
た
り
し
て
み

る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
が
卒
業
後
も
、
地
域
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
第
三
の
ワ
ー
ル
ド
を
持

つ
、
市
民
性
豊
か
な
大
人
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
！

　　 卒論までのスケジュール 　　
▼
３
年
生

４
月　
　
　
調
査
対
象
の
選
定

５
～
６
月　

�

先
行
研
究
の
整
理
、	

調
査
先
へ
の
依
頼

７
月　
　
　

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の

実
施

８
月　
　
　

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の

文
字
起
こ
し

９
～
10
月　
調
査
結
果
の
整
理

11
～
12
月　

�

調
査
デ
ー
タ
の
分
析
、

ゼ
ミ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

１
月　
　
　
調
査
報
告
書
の
作
成

　ゼミの魅力は、「現場」を自分たちの五感で感じ取る機会が
多いところにあります。3年次のフィールド調査では、世田谷
区や周辺地域にて面白いコモンズ・場所づくりを行うNPO法
人や施設を調査対象とし、そこでインタビューを行います。そ
こは、地域とどう繋がり、その背景には何があり、更にはキー
パーソンのライフストーリーまでも掘り下げます。このような
座学のみでは知りえないことに出会えるのが、社会学の面白み
だと思います。
　ゼミでは、ゼミ長の役割を設けていないため、全員が責任と
役割を持ち、支え合いながら調査などを進めていきます。友人
たちとの協力や先生からの手厚いサポートのおかげで、充実し
た大学生活を送ることができていると思っております。 社会学専攻３年

石川 和樹

ゼミ生から
　　ひとこと

李ゼミ学生が企画・主催したTOWA RADIOイベント（2025年度）

地域の居場所「ふかさわの台所」で開催した
「読書発表×対話」イベント（2024年度）
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社会福祉学専攻　准教授
鬼塚 香
K A O R I  O N I T S U K A

　 専門分野 　

精神保健福祉・ソーシャルワーク・
ソーシャルペダゴジー
　演習テーマ　

日常生活支援にある専門性

鬼塚香ゼミ

　
鬼
塚
ゼ
ミ
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ

な
い
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
」
を
ヒ
ン
ト

に
、
人
と
関
わ
る
こ
と
と
そ
れ
に
よ
る
成
長
を

「
し
あ
わ
せ
」
と
捉
え
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
の
特
徴
は
、
と
に
か
く
地
域
の
方
々
と

関
わ
る
こ
と
で
す
。
世
田
谷
区
が
「
あ
そ
び
月

間
」
と
定
め
た
６
月
に
は
毎
年
、
児
童
館
の
子

ど
も
た
ち
を
大
学
に
招
き
、「
逃
走
中
＠
駒
澤

大
学（
鬼
ご
っ
こ
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
も
大
学
生
も
普
段
は
と
て
も
忙
し
い
で
す

が
、
こ
の
時
だ
け
は
「
本
気
で
遊
ぶ
」「
遊
び

に
集
中
す
る
」
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
世
田

谷
区
内
の
ご
協
力
く
だ
さ
る
複
数
の
施
設
や
機

関
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
す
。
継

続
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
関

係
を
変
え
、
関
わ
り
方
を
変
え
ま
す
。

利
用
者
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画

を
任
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
見
学
者

か
ら
「
場
を
と
も
に
作
る
人
」
へ
と

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
勉
強
に
も
手

を
抜
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
開
始
前
に
は
、

み
ん
な
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー

の
本（
英
語
）を
読
み
、
人
と
関
わ
る

際
の
基
本
的
な
理
論
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
せ
た
が
や
福
祉
区
民
学
会
へ

の
参
加
や
卒
業
研
究
報
告
会
（
年
２

回
）
で
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
考
え

た
こ
と
を
研
究
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

　

２
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
や
誰
か
の
「
し
あ
わ
せ
」
を
大

切
に
で
き
る
人
が
育
ち
、社
会
の
「
し
あ
わ
せ
」

に
貢
献
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　 卒論までのスケジュール 　　

　鬼塚ゼミでは、メンバー同士で積極的に意見を交わしなが
ら、それぞれが関心のある分野を選び、主体的に研究を進めら
れることが魅力です。先生は一人ひとりの考えに親身に耳を傾
けてくださるため、安心して学びを深めることができます。ゼ
ミに所属して間もない頃には、地域の児童館と連携し、鬼ごっ
こイベントを企画・運営しました。児童館の職員の方々や子ど
もたち、ゼミの先輩方との協働を通して、企画運営の楽しさと
難しさを学ぶことができました。また、フィールドワークに参
加し、現場での学びを深められる機会も多くあります。こうし
た実践的な活動を通して、企画力やコミュニケーション力、協
働する力を養うことができる点も、鬼塚ゼミならではの魅力だ
と感じています。 社会福祉学専攻３年

中山 桃花

ゼミ生から
　　ひとこと

▼
３
年
生

４
月
～　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
読
解

６
月　
　
　
逃
走
中
＠
駒
澤
大
学

９
月
～　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

12
月　
　
　
せ
た
が
や
区
民
福
祉
学
会

２
月　
　
　
ゼ
ミ
合
宿

▼
４
年
生

４
月
～　
　
卒
業
研
究
着
手

８
月　
　
　
ゼ
ミ
合
宿

９
月　
　
　
卒
業
研
究
中
間
報
告
会

12
月　
　
　
卒
業
研
究
完
成

2
月　
　
　
卒
業
研
究
成
果
報
告
会

このゼミゼミに注目注目！！
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学
生
学
生
た
ち
の
声声

　
私
は
も
と
も
と
社
会
学
の
知
識
は
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
ま
で
習
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

駒
澤
大
学
で
は
、
１
年
次
か
ら
社
会
学
の
授
業

は
基
礎
・
応
用
を
積
み
重
ね
て
丁
寧
に
知
識
を

増
や
し
、
基
礎
が
し
っ
か
り
で
き
た
う
え
で
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
学
問
を
深
掘
り
で
き
る
と

こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
学
は
環
境

学
や
倫
理
学
な
ど
様
々
な
学
問
と
も
複
雑
に
絡

ん
で
お
り
、
自
分
の
興
味
を
そ
そ
る
も
の
が

き
っ
と
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
！　
私
が
所
属

し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
３
年
次
に
国
際
結
婚
に

つ
い
て
研
究
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
関
わ
っ
て

こ
な
か
っ
た
人
々
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

た
交
流
や
先
行
研
究
の
探
索
な
ど
価
値
観
が
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
学
び
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

社会学専攻４年
二宮 颯太

　
子
ど
も
食
堂
に
関
心
が
あ
り
、
社
会
学
を
よ

り
学
び
た
い
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
３
年
次
編
入

を
し
ま
し
た
。
編
入
と
い
う
こ
と
で
周
り
の
３

年
生
よ
り
も
多
く
の
授
業
を
履
修
し
な
が
ら
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
就
職
活
動
に
も
取
り
組
み
、
忙

し
く
も
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
活
動
で
は
、
実
際
に
世
田
谷

区
の
子
ど
も
食
堂
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、
運
営
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し

て
座
学
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
現
状
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー

と
そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
た
子
ど
も
食
堂
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
雰
囲
気
や
方
針
な
ど
、
同
じ

子
ど
も
食
堂
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
興

味
の
あ
る
分
野
を
実
際
に
学
び
、
経
験
で
き
る

環
境
に
身
を
置
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

残
り
の
大
学
生
活
も
悔
い
な
く
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

社会学専攻４年
秋山 咲希

　
入
学
当
初
、
私
に
と
っ
て
一
番
答
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
質
問
は
「
社
会
学
っ
て
何
を
す
る

の
」
と
い
う
問
い
で
し
た
。
幅
広
い
事
象
を

扱
っ
て
い
る
分
、
一
言
で
表
す
の
が
難
し
い
で

す
が
、
４
年
間
の
講
義
や
ゼ
ミ
を
通
し
て
、「
世

の
中
の
当
た
り
前
に
疑
問
を
向
け
る
こ
と
」
で

あ
る
と
自
分
な
り
の
回
答
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
片
岡
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
一
つ

の
事
実
に
も
、
い
く
つ
も
の
要
因
や
背
景
が
影

響
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
物
事

を
人
一
人
の
せ
い
で
あ
る
と
決
め
つ
け
な
く

な
っ
た
こ
と
が
、
大
学
生
活
で
の
大
き
な
収
穫

で
す
。
多
く
の
人
が
素
通
り
し
て
し
ま
う
よ
う

な
事
象
で
も
、「
何
故
だ
ろ
う
」
と
広
く
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
社
会
学
科
で
当

た
り
前
を
疑
う
考
え
方
を
学
べ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

社会学専攻４年
上 花楓
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「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
私
の
大
学
生
活
は
、
授
業
や
実
習

を
通
し
て
「
誰
か
と
共
に
歩
む
こ
と
」
の
大
切

さ
を
知
る
時
間
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
言
葉
だ
け
で
は
伝

え
き
れ
な
い
思
い
に
も
心
を
寄
せ
、
そ
の
人
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
を
得

ら
れ
た
の
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
親
身
に
寄

り
添
い
、
ご
指
導
く
だ
さ
る
先
生
方
や
助
手
の

先
生
、
励
ま
し
合
え
る
友
人
、
い
つ
も
応
援
し

支
え
て
く
れ
る
家
族
な
ど
、
多
く
の
方
々
と
の

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
か
ら
で
す
。
大
学
生
活
を

通
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
を
実
感

し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
入
学
当
初
か
ら
の
夢
で
あ

る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
学

び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 社会福祉学専攻３年

石川 未怜

　
私
は
児
童
福
祉
に
興
味
が
あ
り
、
社
会
福
祉

学
専
攻
を
希
望
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
サ
ー
ク

ル
や
部
活
動
に
は
所
属
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

学
で
出
会
っ
た
友
人
た
ち
は
私
に
と
っ
て
大
切

な
存
在
で
す
。
授
業
で
意
見
交
換
を
し
た
り
、

空
き
時
間
に
何
気
な
い
話
を
し
た
り
す
る
中
で
、

互
い
に
励
ま
し
合
え
る
仲
間
と
な
り
、
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
23
日
間
の
児
童
養
護
施
設
で
の
実
習
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
の

大
切
さ
と
難
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生

方
や
友
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
教
科
書
や
講
義

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
残
り
の
大
学
生
活
で
も
、
一
つ
ひ
と
つ

の
学
び
や
出
会
い
を
大
切
に
し
、
将
来
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

社会福祉学専攻３年
望月 真希

　
私
は
入
学
当
初
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
漠
然

と
し
た
興
味
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
授
業
や
23
日
間
の
実
習
を
通
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
想
い
や
生
活
に
目
を
向
け
る
社
会
福

祉
の
奥
深
さ
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
3
年
次
の
実
習
で
は
、「
患
者
で
は
な

く
生
活
者
と
し
て
そ
の
人
を
見
る
」
と
い
う
視

点
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
自
身
と
も
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
業
に
励
ん

で
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
学
長
学

業
奨
励
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
び
を
続
け
て
き
た
自
分
に
と
っ
て
大
き
な

自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
び
や

経
験
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
多
く
の
価
値
観
に

触
れ
、
人
と
の
出
会
い
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、

大
学
生
活
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
学
専
攻
に
は
、
互
い
に
支
え
合
い
、

高
め
合
え
る
仲
間
や
、
親
身
に
ご
指
導
く
だ
さ

る
先
生
方
が
お
り
、
安
心
し
て
学
び
を
深
め
ら

れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路
は
ま

だ
模
索
中
で
す
が
、
大
学
で
の
学
び
を
活
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の
想
い
に
寄
り
添
え
る
人
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会福祉学専攻３年
鈴木 文菜
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日
本
茶
の
未
来
を
切
り
拓
く
挑
戦

　
は
じ
め
に

　
駒
澤
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
17
年
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
太
平
洋
と
富
士
山
を
望
む
静
岡
県
焼
津
市
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　
我
が
家
は
１
９
５
０
年
創
業
の
お
茶
屋
「
丸
玉
園
」
を
営
ん
で
お

り
、
私
は
そ
の
３
代
目
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
、
日
々
の
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。
私
生
活
で
は
妻
と
３
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
賑
や
か

で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
妻
も
駒
澤
大
学
の
Ｏ
Ｇ
で
、
学
生
時
代
に
所
属
し
て
い

た
旅
行
サ
ー
ク
ル
で
出
会
っ
た
こ
と
が
縁
で
結
婚
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
高
の
仲
間
と
出
会
い
、
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

　
大
学
時
代
は
旅
行
サ
ー
ク
ル
「w

ay farer

」
に
所
属
し
、
夏
に

は
沖
縄
を
訪
れ
る
な
ど
、
先
輩
や
後
輩
、
友
人
た
ち
と
心
か
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
で
暮
ら
し
て

い
た
た
め
、
同
じ
建
物
内
に
何
人
も
友
人
が
お
り
、
毎
日
語
り
合
い

遊
ん
だ
日
々
は
、
ま
さ
に
人
生
で
一
番
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

Yaizu

第29回

有限会社 丸玉園
代表取締役

増田 啓介さん
K E I S U K E  M A S U D A

昭和 61年 11月 28日生まれ（39歳）
静岡県焼津市出身　
静岡県立静岡商業高等学校卒業
駒澤大学経営学部卒業　2009年３月卒業

　
さ
ら
に
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
大
学
３
年
次
に
挑
ん
だ
１

か
月
間
の
東
南
ア
ジ
ア（
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
）

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
旅
で
す
。
現
地
で
受
け
た
数
々
の
衝
撃
は
私
の
価

値
観
を
大
き
く
変
え
、「
日
本
と
い
う
国
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る

か
」
を
身
を
も
っ
て
実
感
す
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
営
学
部
で
の
学
び
と
、
日
本
茶
の
未
来
を
切
り
拓
く
挑
戦

　
在
学
中
は
経
営
学
部
に
身
を
置
き
、
経
営
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

当
時
は
基
礎
知
識
と
し
て
吸
収
し
て
い
た
学
問
で
し
た
が
、
実
際
に

家
業
の
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
「
学
生
時
代
に
学
ん
で

お
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
実
感
す
る
場
面
が
多
々
あ
り
、
今
の

仕
事
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
の
あ
る
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
―
―
３
代
目
と
し
て
の
挑
戦

　
丸
玉
園
で
は
、
お
茶
の
仕
入
れ
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し

て
手
が
け
て
い
ま
す
。
元
々
、
焼
津
市
内
に
２
店
舗
を
構
え
、
小
売

を
中
心
に
お
茶
を
届
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
若
い
世
代
を

中
心
と
し
た
「
お
茶
離
れ
」
は
非
常
に
深
刻
で
す
。
こ
の
現
状
を
前

に
「
も
う
一
度
、日
本
茶
の
あ
る
暮
ら
し
や
習
慣
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
い
う
強
い
想
い
を
抱
き
、
私
は
３
代
目
と
し
て
二
つ
の
新
し
い
事

業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、若
い
方
向
け
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
「sanow

a

（
サ

ノ
ワ
）
茶
の
輪
」
の
立
ち
上
げ
で
す
。
丁
度
こ
の
頃
に
弟
も
入
社
し

若
い
メ
ン
バ
ー
の
み
で
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。
フ

レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
や
単
一
品
種
の
魅
力
を
味
わ
え
る
シ
ン
グ
ル
オ
リ

ジ
ン
の
お
茶
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
店
舗
に
は
カ
フ
ェ
を
併
設
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
茶
に
合
う
お
菓
子
も
こ
だ
わ
り
の
素
材
を
用

い
た
自
社
製
造
へ
と
切
り
替
え
、
ど
ら
焼
き
や
焼
き
菓
子
、
ク
ッ

キ
ー
な
ど
を
一
か
ら
手
掛
け
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
お
茶
と
お
菓
子

を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
日
本
茶
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
て

も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
飲
食
店
向
け
の
お
茶
割
り
用
お
茶
ブ
ラ
ン
ド
「
匠
の

サークルの仲間

特
別
企
画
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丸玉園 登呂田店　（上）外観 （下）店内家族の応援を受けて信越五岳100mileを完走

お茶製造のようすと丸玉園本店　店内

お
茶
割
り
」
の
開
発
で
す
。「
お
茶
を
飲
む
機
会
を
創
出
し
、
そ
の

美
味
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
一
心
か
ら
、
居
酒
屋
な
ど
で

お
使
い
い
た
だ
く
お
茶
割
り
に
着
目
し
ま
し
た
。
お
茶
割
り
１
杯
に

対
し
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
５
ｇ
を
丸
ご
と
１
個
使
う
と
い
う
斬
新
な
淹
れ

方
を
提
案
し
、
現
在
で
は
全
国
２
０
０
店
舗
以
上
の
飲
食
店
で
取
り

扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
居
酒
屋
で
感
動
す
る
ほ
ど
美
味
し
い

お
茶
割
り
と
出
会
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
日
常
で
も
お
茶
を
飲
む

習
慣
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
創
業
か
ら
今
年
で
76
年
を
迎
え
ま
す
。
終
戦
直
後
に
祖
父
が
創
業

し
、
父
が
情
熱
を
注
い
で
成
長
さ
せ
て
き
た
大
切
な
会
社
を
、
３
代

目
と
し
て
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
厳
し
い
業
界
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時

代
に
合
わ
せ
て
新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
が
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
ま
で
、
必
死
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
走
る
こ
と
、
挑
む
こ
と
―
―
仕
事
に
も
通
じ
る
挑
戦
の
原
動
力

　
仕
事
に
全
力
を
注
ぐ
一
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
熱
中
し
て
い
る
の

が
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。
元
々
、
走
る
こ
と
が
好
き
で
は
な
く
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
目
的
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
と
努
力
し
た
分
だ
け
結
果
が
出
る
楽
し
さ
に
は
ま
り
、
昨
年

の
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
で
は
念
願
の
サ
ブ
３（
３
時
間
切
り
）を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
自
然
の
中
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
も
魅
了
さ
れ
、

昨
年
の
信
越
五
岳
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス100

m
ile

（
約

１
６
０
㎞
）
で
は
総
合
21
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
目
標
は
、
世
界
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ

（
ウ
ル
ト
ラ
・
ト
レ
イ
ル
・
デ
ュ
・
モ
ン
・
ブ
ラ
ン
）100

m
ile

で

の
完
走
で
す
。

　
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
培
う
「
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
積

み
重
ね
る
大
切
さ
」
は
、
ま
さ
に
家
業
の
経
営
や
新
し
い
商
品
開
発

に
も
そ
の
ま
ま
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
に
も
趣
味
に
も
、

常
に
全
力
投
球
で
す
。

お茶の拝見
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教
育
懇
談
会
は
、
駒
澤
大
学
と
駒
澤
大
学
教
育
後
援
会
の
共

催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
学
代
表
、
教
育
後
援
会
代

表
、
職
員
が
各
会
場
に
赴
き
、
駒
澤
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
ご

父
母（
保
証
人
）を
対
象
に
、
大
学
の
近
況
を
報
告
し
、
学
生

生
活
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ま

同
士
の
交
流
や
教
職
員
と
の
懇
談
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
の
教
育
懇
談
会
で
は
、
全
国
24
会

場
に
て
約
１
、４
０
０
人
の
ご
父
母
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

教
育
懇
談
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京
会
場

地
方
会
場

◆ 

大
学
近
況
報
告

◆ 

教
育
後
援
会
の
説
明

◆ 

各
部
の
全
体
説
明

◆ 

各
部
の
全
体
説
明

① 

学
生
生
活
に
関
す
る
説
明

② 

学
業
成
績
に
関
す
る
説
明

③ 

留
学
・
国
際
交
流
に

　

 

関
す
る
説
明

④ 

就
職
に
関
す
る
説
明

① 

学
生
生
活
に
関
す
る
説
明

② 

学
業
成
績
に
関
す
る
説
明

③ 

就
職
に
関
す
る
説
明

◆ 

昼
食（
参
加
者
と
後
援
会
代
表
者
、
教
職
員
に
よ
る
歓
談
）

◆ 

大
学
教
員
に
よ
る
ミ
ニ
講
義

① 

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

② 

図
書
館
自
由
見
学

③ 

禅
文
化
歴
史
博
物
館

　

 

自
由
見
学

① 

職
員
に
よ
る
個
別
面
談

② 

懇
談
会

令
和
８
年
度 

教
育
懇
談
会
を
終
え
て

特
集
特
集
6
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　7月11日（土）・20日（月・祝）に、履修・成
績、就職、サークル活動、学内奨学金、カウン
セラーへの相談についてお申し込みいただいた
全国のご父母を対象に、Zoomにてオンライン
個別相談を実施いたしました。

オンライン個別相談

キャンパスツアー昼食

ミニ講義図書館見学

禅文化歴史博物館見学
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　初めて教育懇談会に参加しました。
　親元を離れているので日々の生活が見えず、とても不安で
したが今回あらゆる方面の情報をいただき、学生一人一人に
寄り添ったサポートが整っていることに驚き安心しました。
　今後の就職活動の際にはぜひ、手厚い支援が受けられる
キャリアセンターを活用してほしいです。
　また、昼食会での保護者同士の会話も楽しく、参考になる
ことが多く情報を得ることができました。参禅研修にもぜひ
参加してみたいと思います。

5月23日（土）◆高崎会場
経済学部
１年の父母

　4月に入学したばかりですが友人もできサークル活動も始
めておりひとまず安心しております。今回タイミングよく懇
談会に参加でき貴重なお話を伺えて大変有意義でした。特に
キャリアセンターのサポート内容を拝聴し学生一人ひとりに
対し丁寧に対応、指導されている体制に、親として非常に心
強く感じました。また後援会の行事の内容を聞け今後なんら
かの参加ができたらと思います。

5月24日（日）◆新潟会場
経営学部
経営学科１年の母

　今回、水戸市で懇談会が開催されることを知り、どのよう
なお話が伺えるのか楽しみに参加いたしました。大学の就職
支援や学生生活のサポート体制について直接お話を伺うこと
で、普段は見えにくい大学の取り組みへの理解が深まり、親
として大きな安心感につながりました。子どもが安心して学
べる環境が整っていることを、改めて実感しております。職
員の方々はとても親しみやすく、こちらの質問にも丁寧に答
えてくださり、大学の温かい雰囲気が伝わってきました。子
どもは大学生活の中で新しい経験を積み、少しずつ成長して
いると感じています。その姿を思い浮かべながら、今回の懇
談会に参加できたことに感謝し、次回もぜひ参加したいと思
える充実した会でした。

5月23日（土）◆水戸会場
文学部
歴史学科１年の父母

　毎年参加させて頂いております。子供から大学生活、学業
の様子があまり伝わってこない中、個別相談では大学の具体
的な取り組みや最新情報を知ることができ、とても有意義な
時間となりました。また、教育後援会や大学による学生支援
体制がしっかり整っていることを改めて実感しており、安心
できる環境だと感じました。特にキャリアセンターの手厚い
サポートがあることを知り、まだ活用していない子供にぜひ
利用を勧めたいと思います。
　昼食会では保護者同士でお話しができまた、毎年楽しみに
しているミニ講義も聴講させて頂きとても充実した1日でし
た。来年も是非参加したいと思います。

5月30日（土）◆岡山会場
経営学部
経営学科３年の父母

　学長や職員の方のお話から、本当に良い環境の中で学ばせ
てもらっていることを改めて実感しました。
　また、昨今の就職活動が、早期化•長期化となっている要
因を知ることができました。娘に「キャリアセンターにぜひ
行くように」と熱く話をしておきました。
　昼食懇談会では、他の保護者の方とお話ししながら、地方
の親の気持ちを共有することができ、とても有意義な時間と
なりました。長野支部の記念式典も行われ、支部の礎を築い
てくれた方々にパワーをいただきました。「親も楽しもう！」
と仰ってくれた言葉が印象的でした。

5月31日（日）◆松本会場
経済学部
経済学科２年の父母

　前回（鹿児島は隔年で開催）参加しましたが１年生の時で、
今回は３年生で２回目となります。最後かもしれないと思い
参加しました。大学ではキャリアセンターのサポートだけで
なく学生への多岐にわたる支援があることを知ることができ
ました。また、個別相談では「就活で今すべきこと」など情
報を聞けたことで、安心することができただけでなく職員の
方から『是非、センターへ訪問するように子供に声かけして
ほしい』とあったのでその旨、本人に伝えたいと思います。
ありがとうございました。

6月6日（土）◆鹿児島会場
文学部
心理学科３年の父

　２回目の参加です。
　前回同様大学の最新情報がわかりとても有意義な時間で 
した。
　ネットや会報では知り得ない内容を、直接聞く事ができる
のが魅力です。
　また、昼食時には他の保護者の方、教職員、教育後援会の
方々と親睦がはかれてとても楽しかったです。
　子供が駒澤大学に通っているからこそ親も体験出来ること
があると改めて感じました。
　皆さんも是非、教育懇談会に参加してみて下さい。

6月13日（土）◆郡山会場
文学部
地理学科４年の父母

　子供を上京させたばかりで生活面、学業面で心配が多く、
参加した方がいいのかなと思いながら参加しました。大学の
先生、職員の方から直接お話を聞くことで不安がかなり解消
され、参加して本当に良かったと感じています。
　息子はまだ就職のことを考えていませんが、キャリアセン
ターの支援や就職情報がとても充実していると知り、ぜひ本
人にも伝えたいと思いました。サークル活動の支援も知るこ
とができ、大学生活の幅広いサポートに安心しました。来年
以降も是非参加したいです。

5月31日（日）◆静岡会場
経営学部
経営学科１年の父母

　初めて教育懇談会に参加しました。大学は授業料を納める
だけで、大学の様子は分かりにくいと感じていましたが、今
回の参加を通じて大学の取り組みを具体的に知ることができ、
娘を安心して通わせることができます。教育後援会の活動内
容や大学には教務課、学生支援課、キャリアセンターなど、
学生生活をどのように支えているか良く分かりました。１年
生でこのような情報を知りえたことは、とても大きな収穫で
あり有意義な１日となりました。ありがとうございました。

6月7日（日）◆熊本会場
文学部
社会学科１年の父母

　大学のイメージは、保護者の出番はなくどんな活動をして
いるのかわからないという思いがありました。貴重な機会だ
と思い参加しました。
　大学の創設の歴史をはじめ、学生生活や就職活動の現状に
ついて伺い、職員と保護者の方との交流ができ、個別相談も
丁寧にわかりやすく対応していただきました。離れて暮らす
子供の状況がわかり、とても充実した時間となりました。副
学長さんの講座では、栃木の歴史を盛り込んだ仏教の講義で
とても興味深いお話で素晴らしいと思いました。ありがとう
ございました。
　大学にお力添えをいただきながら、子の成長をサポートし
ていきたいと思います。

6月14日（日）◆宇都宮会場
経営学部
市場戦略学科２年の母

　教育懇談会に初めて参加しました。教職課程で必要な実習
が残っているなど4年で無事に卒業できるのか不安でした。
しかし、先生と昼食会で直接お話しする機会をいただき、ま
た、就職支援を含め大学のさまざまなサポート体制を知るこ
とができたことで、不安が解消されました。子供自身も親に
負担をかけていることを理解しているようで、あとは単位を
しっかり取得し卒業を迎えてほしいと願うばかりです。仏教
学部に進学したことをきっかけに、一昨年には私自身も大学
にて坐禅体験をして、少しでも禅や仏教への理解を深めたい
と思っていました。午後のミニ講義で「道元禅師の言葉に学
ぶ」を聴講でき、禅について学ぶことができ大変有意義な１
日でした。

6月20日（土）◆盛岡会場
仏教学部
禅学科４年の父

　今まで懇談会が行われていたのは知っていましたがハード
ルが高く参加出来ていませんでした。
　４年生になり最後なので参加しました。
　大学の様子や内容がわかってよかったです。
　もう少し早く参加すればよかったです。
　来られていた職員の方が子供と同じ学部の出身でこれから
のことや、不安な点を詳しく聞くことができてよかったです。
　今日、来てみて学校や先生が身近に感じられてよかった 
です。

5月30日（土）◆甲府会場
文学部
社会学科４年の父母

　入学直後、三重県支部長よりお声掛けをいただいたことをきっかけに、
毎年、教育懇談会に参加させていただいております。
　親元を離れ、一人暮らしをしながら学業に励む娘を見守る立場として、
日々気掛かりなことも少なくありません。しかしながら、教育懇談会で
は大学の教育方針や学生支援制度、後援会の活動について詳しくご説明
いただき、学生一人ひとりを大切に支える充実したサポート体制が整え
られていることを知り、大きな安心感を得ることができました。
　今年で参加は3回目となりますが、駅伝応援や新年賀詞交歓会などの
行事を通じて、三重県支部の皆様をはじめ、本部役員の皆様とも親しく
交流させていただいております。このようなご縁をいただけることに、
心より感謝しております。
　今回の教育懇談会では、大学の将来を見据えた新たな取り組みについ
ても数多く紹介されました。少子化や大学を取り巻く環境が大きく変化
する中にあっても、時代の要請を的確に捉え、果敢に改革へ挑戦し続け
る駒澤大学の姿勢に、深い感銘を受けました。

5月30日（土）◆津会場
文学部
心理学科３年の父母

令和８年度　教育懇談会

参加者の声
教育懇談会にご参加いただいた方々の
ご意見・ご感想をご紹介いたします。
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　受験も入学式も主人が付き添い、大学との接点が無かった
ため、どんな雰囲気の中で学校生活を送っているのか気に
なっていたので、今回参加させて頂きました。
　教員・教育後援会・教務部・キャリアセンター・学生支援
センター各担当者様より概要をお伺いした後、会食時には教
育後援会の方より同じ父兄目線で学校生活等のお話を伺い、
楽しんで会談させて頂きました！
　個別相談では履修、教職課程、交換留学、大学院進学など、
息子が関心を示している進路相談に対し、真摯に対応、アド
バイスを頂き大変感謝しております。息子と相談しつつより
良い学校生活を送れるよう検討していきたいと思います。
　とても貴重なお時間を頂きありがとうございました。

6月20日（土）◆大阪会場
文学部
歴史学科１年の父母

　昨年、一人で初めて教育懇談会に参加して、大学の近況や
後援会活動について伺い、個別相談をさせて頂き多くの不安
を解消することができました。これは妻にも共有すべきだと
思い、今年は夫婦で参加させて頂きました。
　上京させているため大学が遠い存在に感じていましたが、
こうして大学の方が仙台まで来てくださり、とても身近にあ
ると感じることができました。３年生なので就職活動が気に
なります。子どもの意思を尊重し温かく見守るつもりですが、
就活スケジュール、履修登録のことまで色々とアドバイスを
頂き、大変参考になりました。来年も是非参加したいと思い
ます。ありがとうございました。

6月21日（日）◆仙台会場
法学部
法律学科３年の父母

　教育懇談会が毎年開催されていることに感謝しております。
2年次に初めて参加し、今回は4年次で最後の機会と思い参
加しました。この4年間で、娘が東京での一人暮らしを通じ
て大きく成長した姿を見ることができました。「まだ卒業し
たくない」と話すほど充実した学生生活を送れたのは、大学
や教育後援会による様々な支援のおかげだと思います。特に
100円朝食や食育支援は大変助かったようです。また、ミ
ニ講義では身近なところに曹洞宗とのつながりが多いことを
知り、興味深く拝聴しました。保護者として永平寺での参禅
研修にはまだ参加できていないため、今年はぜひ都合を合わ
せて参加したいと思います。

6月21日（日）◆金沢会場
GMS学部
GM学科４年の父母

　案内はがきを見て、今年駒澤大学に入学した子どもとのご
縁を通じて大学とのつながりを感じ、初めて教育懇談会に参
加しました。まず、大学と教育後援会がそれぞれの立場で学
生を支える様々な活動に心を打たれ、その支援の広がりを知
ることができました。開始前に上映されたドローン映像では、
教場や図書館などの施設を知ることができ、実際に訪れる機
会の少ない保護者にとって大変参考になりました。また、遠
方で一人暮らしをする子どもを見守る保護者として、学生主
体の支援活動や学生同士が支え合う取り組みを知ることがで
き、大きな安心感につながりました。さらに、ミニ講義では
大学の歴史や仏教との関わりについて理解を深めることがで
き、とても有意義な時間となりました。

6月20日（土）◆富山会場
文学部
社会学科１年の母

　はがきが届いて参加することを決めました。
　しっかりと説明してくれ、不安も解消され安心しました。
　聞きたいと思っていたことを説明で言ってもらえたのでよ
かったです。
　これからどんな風に学生生活が進んでいくのか、進めてい
けばいいのかも知ることが出来ました。
　学校になかなか行くことが出来ないので学生生活のことや
いろんな方向からの話を聞くことができよかったです。
　就職の事も大学の実際の状況や様子、具体的なことを聞く
ことが出来ました。
　こういう場を設けてもらってよかったです。

6月21日（日）◆名古屋会場
文学部
国文学科１年の父母

　昨年は東京会場に参加しましたが、今年
は北海道でも開催ということで、道内の保
護者と交流できることを楽しみに参加しま
した。初対面にもかかわらず、同じ駒澤大
学に子どもを通わせる保護者同士という共
通点から自然と会話が弾み、大学生活や子
供が生活する地域の情報、子どもとの接し
方など、さまざまな情報交換ができました。
大学や教育後援会の説明も分かりやすく、
駒澤大学で本当に良かったと実感しました。
帰りには連絡先を交換し、駒澤キャンパス
での再会を約束するなど、大変有意義な一
日となりました。来年も北海道での開催を
期待しています。

6月27日（土）◆札幌会場
文学部歴史学科２年の父母
文学部歴史学科１年の母
文学部英米文学科２年の母
文学部英米文学科１年の母

　今年入学したばかりで、また遠方のため、普段なかなかわ
からない大学の様子を知ることが出来たらと思い、参加させ
て頂きました。大学や後援会の様々な取り組みや学生へのサ
ポート活動を知ることができました。昼食時には後援会役員
の方や、同じようにお子様を一人暮らしさせている保護者の
方たちと色々とお話ができて、とても楽しかったです。ご参
加を迷われている方がおられたら是非参加をおすすめしたい
です！

6月27日（土）◆福岡会場
文学部
社会学科１年の父母

　初めて教育懇談会に参加しました。これまでは大学のこと
を子どもに任せきりでしたが、大学の現状や単位取得、進
級・卒業に向けた基準などを詳しく知ることができ、とても
参考になりました。また、娘は仏教学部ではありませんが、
全学生が仏教を学ぶ機会が設けられていることを知り、駒澤
大学ならではの教育の特色を実感しました。特に「智慧」「慈
悲」「縁起」に基づいた教育の大切さを改めて感じ、安心し
て娘を任せられる大学だと思いました。

6月28日（日）◆秋田会場
経営学部
経営学科１年の母

　今回は夫婦で初めて参加しました。子どもが学んでいる学
校がどんなところなのか、自分たちの目で見てみたいと思っ
たことがきっかけです。大学でも保護者向けにこのような活
動があることに驚き、親が学校に関われるのは高校までだと
思っていたので、このような機会があることがうれしかった
です。午前中は留学や就職活動についてのお話を聞くことが
できました。昼食では先輩保護者の方からゼミやサークル活
動、教職課程について教えていただくことができ、とても楽
しい時間を過ごすことができました。

7月5日（日）◆東京会場
文学部
国文学科１年の父母

　地方からの進学で初めての一人暮らしと大学生活、両立で
きているのかとても心配でした。
　教育懇談会では履修のこと、各種奨学金、学部ならではの
就職活動の仕方など普段聞けないことをいろいろ教えていた
だきました。
　医療系学部というのもあり、一般的な就職活動とは異なる
ため今後どの様に動けば良いのだろうかと不安でしたが、職
員の方から詳しく教えていただき感謝しております。
　直接お話を聞ける貴重な機会となりました。

6月28日（日）◆広島会場
医療健康科学部 診療放射
線技術科学科１年の父母

　今年で４年目の参加となりました。
　普段なんとなく気になっている子どもの学生生活について、
直接学科の先生と保護者同士で話せてありがたく思ってい 
ます。
　今年参加して、子どもの学生生活の様子を知ることができ、
モヤモヤが解消されました。また、この機会を通して、保護
者とも交流することができ、新しい場所に参加する機会を持
つことができました。

7月5日（日）◆東京会場
文学部
国文学科４年の母

　今回で2回目の参加です。保護者が参加できるイベントに
は、なるべく参加したいと思って参加いたしました。毎回、
新しい情報を得ることができるので、とても有意義だと感じ
ております。上の学年の保護者の方からいろいろなお話を聞
ける機会があり、とても参考になりました。就職活動のサ
ポートについてのお話も参考になりました。留学についても
事前に知ることができて、よかったです。

7月5日（日）◆東京会場
経済学部 現代応用経済
学科２年の保護者

　今年初めての参加でした。教育懇談会に参加しようと思っ
たのは、DMをみて、大学の様子をみてみたい、という思い
からでした。
　参加してみて、東京会場の参加者の多さに驚きましたが、
同じ学部学科に所属している保護者の方とお話できて、よ
かったです。
　今回参加してみて、就職に至るまでの内容が聞けて、ざっ
くりと就職活動のスケジュールが分かり、よかったです。

7月5日（日）◆東京会場
文学部
地理学科３年の母
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令和８年度　教育懇談会

参加者アンケート結果
教育懇談会にご参加された方々より、ご回答いただいたアンケートの集計結果は次のとおりです。

ご協力いただき、ありがとうございました。

	 教育懇談会への参加を決めた 
Q2	 きっかけを教えてください� 【複数選択可】

	 教育懇談会に参加されて 
Q3	 いかがでしたか

Q1	 ご子女の学年を教えてください

今年度は 1年生のご父母の方の参加が 36.2％と、最も多い
結果になりました。学部・学年を超えた方々と情報交換がで
きますので、次年度以降も多くのご父母の方のご参加をお待
ちしております。

アンケート結果では、昨年度に引き続き「悪かった」「とて
も悪かった」という回答は 0.0％でした。皆さまにおおむね
ご満足いただけたものと考えております。遠方にお住まいの
ご父母の方々にも安心していただけるよう、大学の近況報告
や学生の様子の発信に努めてまいります。

教育懇談会への参加を決めたきっかけとして、「はがき（大学・
教育後援会からの開催案内）」が 45.0％と最も多く、続いて「チ
ラシ（大学・教育後援会からの開催案内）」が 43.0％、「以前の
教育後援会への参加」が 16.0％という結果になりました。今後
もご案内をお届けいたします。また、リピーターの方も多くおら
れ、毎年参加してもご満足いただけるようなイベントにしていき
たいと思います。
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17.9%
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チ
ラ
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（
大
学
・
教
育
後
援
会
か
ら
の
開
催
案
内
）

は
が
き
（
大
学
・
教
育
後
援
会
か
ら
の
開
催
案
内
）

教
育
後
援
会
会
報

教
育
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

以
前
の
教
育
後
援
会
へ
の
参
加

１年生
36.2%

２年生
23.6%

３年生
26.2%

４年生
14.0%

とても良かった
70.7%

良かった
29.3%

悪かった
0.0%
とても悪かった
0.0%
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Q4	 教育懇談会のプログラムで何が参考になりましたか� 【複数選択可】

最も多く回答されたのは「キャリ
アセンターによる就職に関する説
明」で 87.7％でした。続いて「学
生支援センターによる学生生活に
関する説明」が 66.1％、「昼食・
懇談会時における情報交換」が
65.0％でした。昨年度より就職
や学生生活へのご関心が高まって
おります。説明を聞くことで普段
漠然と不安に思っている事柄が解
消されたり、ご父母の皆さまや教
職員とお食事を共にしながら情報
交換ができたりするなど、有意義
な時間を過ごされたことをとても
うれしく思います。

※は東京会場のみの開催

※円グラフの構成比は小数点以下第2位を四拾五入しているため、合計しても必ずしも100%とはなりません。
※アンケートの自由記述欄に記入されたご意見は、誌面の都合上、割愛させていただきますが、今後の活動の
参考にさせていただきたいと思います。

https://www.komazawa-k.org/
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57.3%

55.3%

66.1%

64.4%

87.7%

21.9%

65.0%

37.6%

15.7%

0.3%

大学代表による近況報告

教育後援会代表による活動報告

学生支援センターによる
学生生活に関する説明

教務部による学業成績に関する説明

キャリアセンターによる就職に関する説明

国際センター事務室による
留学・国際交流に関する説明※

昼食・懇談会時における情報交換

大学職員によるミニ講義

キャンパスツアー※

特になし

Q5	 以前に教育後援会の活動に参加されたことはありますか� 【複数選択可】

「参加なし」と回答した方の割合
は 60.4％であり、昨年度よりも
参加経験のある方が増えていま
す。教育後援会では、教育懇談会
のほかにも会員研修会、新年賀詞
交歓会等、ご父母の方々が参加で
きるイベントを開催しております
ので、ぜひご参加ください。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

8.3%

37.0%

3.1%

8.0%

60.4%

定期総会

教育懇談会

会員研修会

新年賀詞交歓会

参加なし

	 教育後援会ホームページを 
Q7	 ご覧になっていますか

ホームページを「見たことがない」と回答した方が 32.2％、
「ホームページがあることを知らなかった」と回答した方が
16.2％という結果でした。「ときどき見る」と回答した方は
47.9％となっております。イベントへの	
ご参加の際、教育後援会ホームページから	
お申込みをお願いしておりますので、今後も
ぜひチェックしてみてください。

ときどき見る
47.9%見たことがない

32.2%

ホームページがあること
を知らなかった
16.2%

よく見る
3.7%

	 教育後援会会報を 
Q6	 読まれていますか

「精読している」が 27.9％、「拾い読みしている」が 52.7％
となり、多くの方が会報をご覧になっていることがわかりま
した。会報ではサークル活動や学部・学科紹介、在学生や卒
業生のコメントも掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

精読している
27.9%

拾い読みしている
52.7%

ほとんど読まない
3.7%

読んだことがない
1.7%

１年生のため会報を
受け取っていない

14.0%
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大
学
を
知
り
、委
員
活
動
の�

価
値
を
再
確
認
し
た
１
日

　
７
月
18
日（
土
）開
催
の
今
年
の
夏
季
委
員

研
修
会
（
会
場
：
駒
澤
大
学
駒
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
）
は
、
準
備
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
せ
い
か
、
よ
り
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学

長
・
村
松
哲
文
先
生
の
講
義
や
参
禅
部
に
ご

指
導
い
た
だ
い
た
坐
禅
体
験
を
通
じ
て
、
駒

澤
ら
し
さ
を
体
験
・
理
解
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
し
、
應
援
指
導
部
ブ
ル
ー
ペ
ガ
サ
ス

の
応
援
指
導
で
は
こ
れ
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
応

援
に
、
よ
り
主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
る
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
10
時
30
分

開
始
、
午
後
３
時
終
了
の
長
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
（
多
分
に
、
運
営
側
の
感
覚
が

含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

１
．�
学
長
・
村
松
哲
文
先
生
に
よ
る
講
義�

（
お
よ
そ
１
時
間
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
な
ど
へ
の
出
演
で
も
知

ら
れ
る
先
生
の
講
義
は
、
テ
ン
ポ
良
く
、

ま
っ
た
く
興
味
の
な
か
っ
た
仏
像
鑑
賞
学
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
る
も
の
で
し
た
。
子
供

が
駒
澤
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
で

あ
り
な
が
ら
、
仏
教
や
、
仏
像
に
は
無
縁
の

生
活
で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
も
菩
薩
さ
ま
も

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
も
意
識
せ
ず
、

た
だ
目
の
前
の
仏
像
に
手
を
合
わ
せ
る
だ
け

の
関
わ
り
で
し
た
が
、
そ
の
表
情
や
衣
装
な

ど
か
ら
仏
像
の
由
来
や
歴
史
を
想
像
で
き
る

こ
と
を
知
り
、
教
育
後
援
会
の
委
員
で
あ
る

と
い
う
だ
け
で
、
こ
ん
な
得
を
し
て
良
い
の

か
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
（
興
味
の
あ
る
方
へ

は
、
先
生
の
著
書
「
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教

授
が
語
る 

仏
像
鑑
賞
入
門（
集
英
社
新
書
）」

を
お
薦
め
い
た
し
ま
す
）。
内
容
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
聴
衆
の
こ
と
を
配
慮

し
た
講
義
を
受
け
ら
れ
る
学
生
は
う
ら
や
ま

し
い
、
今
一
度
自
分
の
子
供
と
、
駒
澤
で
学

ぶ
こ
と
の
価
値
を
話
し
て
み
た
い
と
の
感
想

も
持
ち
ま
し
た
。
多
く
の
委
員
か
ら
質
問
も

出
て
い
ま
し
た
し
、
続
編
を
望
む
声
も
聴
か

れ
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
、
満
足
度
の
高
い

時
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
．
学
食
体
験

　
講
義
の
あ
と
は
、
教
育
後
援
会
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
学
生
食
堂
・Kitchen

駒
膳
に

て
昼
食
で
す
。
土
曜
日
で
す
が
、
学
食
を
利

用
し
て
い
る
学
生
の
姿
も
あ
り
、
リ
ア
ル
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
学
食
が
提
供
す
る
定

食
メ
ニ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
チ
ェ
ー

ン
の
飲
食
店
が
運
営
す
る
店
舗
も
併
設
さ
れ

駒澤大学教育後援会
厚生部副部長
川村 宗之

夏季委員研修会に参加して
駒澤大学教育後援会では、ご子女の学ぶ大学への理解を深めるため、

毎年「夏季委員研修会」を開催しています。
この研修会に参加された方からご感想をお寄せいただきました。

応援指導中の写真

特
集
特
集
７
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て
お
り
、
好
み
に
応
じ
て
利
用
し
や
す
い
学

食
と
の
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
委
員
の
私
た

ち
も
、
こ
の
ラ
ン
チ
を
一
つ
の
交
流
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
重
要
な

機
能
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
も
思
い
ま
す
。

３
．
坐
禅
体
験（
お
よ
そ
１
時
間
15
分
）

　
坐
禅
も
駒
澤
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
参
禅
部
の

皆
さ
ん
は
、
日
常
的
に
坐
禅
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
多
く
の
委
員
に

と
っ
て
は
非
日
常
で
す
。
講
師
役
の
先
生
か

ら
は
各
所
作
の
意
義
を
含
め
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に
大
変
人
気
の
高

い
講
座
で
、
坐
禅
を
組
む
と
き
に
は
何
も
考

え
ず
た
だ
坐
禅
に
集
中
す
る
の
で
す
が
、
各

所
作
に
意
義
を
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
デ
ジ
タ
ル
デ

ト
ッ
ク
ス
の
意
味
で
も
貴
重
な
経
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

４
．�

應
援
指
導
部
に
よ
る
研
修�

（
お
よ
そ
１
時
間
）

　
教
育
後
援
会
の
活
動
の
一
つ
に
、
サ
ー
ク

ル
応
援
が
あ
り
ま
す
。
陸
上
競
技
部
、
相
撲

部
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
な
ど
、
そ
の
時
々
対
象

を
決
め
て
応
援
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
野
球
部
の
応
援
で
は
、
應
援
指
導
部
ブ

ル
ー
ペ
ガ
サ
ス
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
駒
澤
大
学
は
複
数

の
応
援
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
教

育
後
援
会
も
一
緒
に
な
っ
て
そ
れ
ら
に
合
わ

せ
て
声
を
出
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の

が
今
回
の
目
的
で
し
た
。
私
た
ち
の
子
供
た

ち
が
、「
皆
さ
ん
ご
一
緒
に
」
と
堂
々
と
声

を
張
り
上
げ
て
い
る
姿
に
は
、「
指
導
」
以

上
に
、
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
駒
澤
を
知
る
と
同
時
に
、
親
と
し
て

満
足
感
の
あ
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
と
し
て
親
と
し
て
充
実
し
た
１
日
で

し
た
。

　
以
上
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
今
の
駒

澤
大
学
を
知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た

（
私
は
企
画
運
営
側
な
の
で
、
手
前
味
噌
な

感
覚
は
あ
り
ま
す
が
）。
委
員
と
し
て
は
、

駒
澤
の
学
生
、
そ
し
て
大
学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
認
知
す
る
機
会
に
も
な
り
、
活
動
の
新

た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
と
に
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
同
じ
大
学
に
通
う
子
供
を
持
つ
親

同
士
と
し
て
の
情
報
交
換
も
で
き
ま
し
た
。

入
学
し
た
こ
ろ
に
言
っ
て
い
た
、
あ
の
志
は

ど
う
な
っ
た
の
や
ら
。
今
さ
ら
大
学
生
の
子

供
を
問
い
詰
め
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
や
ら
他
の
学
生
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
ら
し
い
、
く
ら
い
の
会
話
は
し
て
も
良
い

の
か
な
、
と
親
と
子
の
会
話
の
糸
口
を
見
つ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
レ
ポ
ー
ト
が
委

員
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
皆
様
が
委
員
会
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
機
会
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

坐禅体験後の集合写真

村松学長の講義後の集合写真



学生支援センターの担当者
が見つけた学内情報を学生
向けに発信。
その日、大学でどんなイベ
ントが行われているのか、
のぞいてみてください。
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●
成
績
評
価

　
本
学
で
は
、
約
５
５
０
０
の
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

授
業
の
内
容
や
形
式
は
、
科
目
の
特
性
や
担
当
教
員
の
実
施
方
法

に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
成
績
評
価
の
方
法
も
、

授
業
科
目
の
特
性
ま
た
は
担
当
教
員
の
考
え
に
よ
っ
て
異
な
り 

ま
す
。

　
各
教
員
が
授
業
形
態
に
応
じ
た
方
法
に
よ
っ
て
、
成
績
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。
成
績
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
シ
ラ
バ
ス

（
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
閲
覧
可
能
）」
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類（
定
期
試
験
・
追
試
験
・
授
業
内
試
験
）

１
．
定
期
試
験

	

　
１
月
12
日（
火
）か
ら
25
日（
月
）は
、
後
期
お
よ
び
通
年
科
目

の
試
験
期
間
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
平
常
の
授
業
と
同
じ
曜

日
・
時
限
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
１
月
12
日（
火
）か
ら
14
日

（
木
）、
お
よ
び
18
日（
月
）は
、
平
常
の
授
業
と
異
な
る
曜
日
・

時
限
で
行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
必
ず
日
程
の
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。
試
験
形
態
は
、
筆
記
試
験
の
み
と
な
り
ま
す
。

	

　
最
新
の
情
報
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
追
試
験

	

　
定
期
試
験
を
や
む
を
得
な
い
理
由
で
受
験
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
所
定
の
手
続
き
を
行
い
受
け
る
試
験
で
す
。「
追
試
験
受

験
願
」
を
提
出
す
る
際
に
は
、
受
験
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
証

明
す
る
書
類（
診
断
書
・
証
明
書
な
ど
）を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

３
．
授
業
内
試
験

	

　
平
常
の
授
業
時
間
内
に
担
当
教
員
が
任
意
に
行
う
試
験（
レ

ポ
ー
ト
提
出
を
含
む
）で
す
。
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
が
、
特
に
学
年
末
の
12
・
1
月
に
行
わ
れ
る
授
業
内
試
験

は
、
定
期
試
験
の
代
わ
り
と
し
て
実
施
さ
れ
る
場
合
が
あ
り 

ま
す
。

●
成
績
発
表
お
よ
び
成
績
調
査

　
学
生
へ
の
後
期
お
よ
び
通
年
科
目
の
成
績
発
表
は
、
２
月
17
日

（
水
）に
Ｗ
ｅ
ｂ
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
に
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
績
に
関
し
て
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
２
月
17
日（
水
）

か
ら
２
月
19
日（
金
）正
午
ま
で
に
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
上
で
調
査
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
以
外
で
の
申
し
出
に
つ
い
て

は
、
い
か
な
る
理
由
で
も
一
切
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
３
月
中
旬
に
保
証
人
宛
て
に
「
学
業
成
績
表
」
を
送
付

い
た
し
ま
す（
学
生
本
人
へ
は
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
）。
保
証
人
住

所
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
教
務
部
へ
届
け
出
る
よ
う
学
生
本

人
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
成
績
表
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
『
会
報
』
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

試
験
お
よ
び

成
績
評
価
に
つ
い
て

奨
学
金
に
つ
い
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て

教
務
部
よ
り

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

後期試験などに関する主な日程

後期授業最終日 1月9日（土）

後期・通年科目
定期試験

1月12日（火）～ 14日（木）・
18日（月）～ 22日（金）・
25日（月）

「追試験受験願」
受付締切 1月26日（火）正午

追試験
1月28日（木）～ 30日（土）・
2月1日（月）・2日（火）・
10日（水）

成績発表
（KONECOにて） 2月17日（水）

成績調査申請
（KONECO）受付締切 2月19日（金）正午

成績表発送
（保証人住所へ送付） 3月中旬

こちらから
ご覧いただけます！

▼
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●
日
本
学
生
支
援
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）奨
学
生
の
皆
様
へ

【
返
還
手
続
き（
貸
与
型
、
卒
業
年
次
生
の
み
）】

　
奨
学
金
返
還
に
つ
い
て
の
関
連
書
類
を
、
学
生
本
人
に
手
渡
し

済
み
も
し
く
は
保
証
人
様
に
郵
送
済
み
で
す
の
で
、
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
次
年
度
継
続
願（
貸
与
型
）】

　
例
年
12
月
中
旬
～
１
月
上
旬
に
、次
年
度
奨
学
金
の
「
継
続
願
」

Ｗ
ｅ
ｂ
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
年
次
生
を
除
き
、ス
カ
ラ

ネ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
に
て
継
続
願
を
Ｗｅ
ｂ
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
12
月
中
旬
に
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
給
付
型
奨
学
金
の
「
継
続
願
」
Ｗ
ｅ
ｂ
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
学
業
成
績
の
適
格
認
定（
給
付
型
・
貸
与
型
）】

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
奨
学
金
で
は
、
国
の
基
準
に
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
学
業
成
績
や
学
修
意
欲
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
適
格
認
定
」
が
毎

年
度
末
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
給
付
型
奨
学
生（
多
子
世
帯
を
含
む
）へ
は
「
継
続
・
警
告
・

停
止
・
廃
止
・
遡
及
取
消
」
の
い
ず
れ
か
の
判
定
結
果
を
3
月
下
旬

に
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
自
然
災
害
被
災
学
生
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

　
昨
今
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
安
全
と
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
大
学
で
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
地
域
に
ご
実
家
が
あ

る
学
生
さ
ん
に
対
し
、
メ
ー
ル
等
で
状
況
確
認
の
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
駒
澤
大
学
に
は
「
自
然
災
害
被
災
学
生
支
援
給
付
金
」
と
い
う

独
自
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
家
計
支
持
者
の
家
屋
が
損
壊
し
た
際
な
ど
に
、
給
付
金

を
支
給
す
る
支
援
で
す
。

　
申
請
に
は
罹
災
証
明
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
要
件
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
担
当
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
ご
状
況
に
応
じ
て
日
本
学
生
支
援
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
）の
以
下
の
制
度
が
申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
給
付
型
奨
学
金
・
貸
与
型
奨
学
金
の
応
急
採
用

❖
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
災
害
支
援
金

　
ご
希
望
の
方
や
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
駒
澤
大
学 

卒
業
ア
ル
バ
ム
２
０
２
７
年 

デ
ー
タ
投
稿
の
お
知
ら
せ

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
一
枚
一
枚
の
写
真
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
大
学
時
代
の
思
い
出
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
し

て
か
ら
10
年
、
20
年
と
時
間
が
た
ち
、
ふ
と
手
に
取
っ
て
見
返
し

た
と
き
に
、
卒
業
生
に
も
ご
家
族
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ア
ル
バ
ム
を
制
作
中
で
す
。

　
ご
子
女
が
個
人
写
真
の
撮
影
・
デ
ー
タ
投
稿
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
ア
ル
バ
ム
の
個
人
写
真
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
子
女
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、

ま
だ
撮
影
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
学
内
撮
影
会
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
デ
ー
タ
投
稿
も
可
能
で
す
。

左
記
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
デ
ー
タ
投
稿
方
法　

❖
個
人
写
真

❖
ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル
・
友
人
な
ど
集
合
写
真

【 

投
稿
締
切 

】
３
月
25
日（
木
）

※�

デ
ー
タ
投
稿
は
無
料
、
服
装
は
自
由
で
す
。 

ア
ル
バ
ム
の
購
入
を
迷
っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
購
入
方
法
の
ご
案
内

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ご
購
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
サ
イ
ト
（
コ
ン
ビ
ニ
決
済
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
、

パ
ス
ワ
ー
ド
は
「
６
７
４
２
」）
ま
た
は
郵
便
局
振
込
用
紙
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み

時
に
指
定
さ
れ
た
ご
住
所
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
郵
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【 

代
金 

】
９
５
０
０
円
（
税
・
送
料
込
み
）

【 

納
期 

】
２
０
２
７
年
６
月
末
発
送
予
定

　
　
　
　
　
　
　
卒
業
後
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
到
着
ま
で
数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

卒業アルバムサイト
（委託企業サイト）

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
厚
生
課

日
本
学
生
支
援
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）担
当
窓
口

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
‐
３
４
１
８
‐
９
５
５
７

scholarship@
kom

azaw
a-u.ac.jp

お問い合わせ先

スカラネット・パーソナル　ログイン画面
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学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り

　駒澤大学では学生自らが健康について考える機会を設けることを目的とし、2023年度より「駒澤大学カラダ
スマイルプログラム」を開始しました。2026年度は６月～７月にかけ、以下のプログラムに取り組みました。
　学生食堂にて開催している「100円朝食」とともに実施した「朝だけ10円サラダ」「ランチ 50円サラダバー」
は、学生の事後アンケートにおいて「大変助かった」「もっと開催してほしい」などの回答や要望が多数あり、
物価高騰の折から直接支援が求められていたことが分かりました。
　夏季休暇直前に開催した「食支援プロジェクト第９弾」は、企業等からの協賛・協力並びに食品無償提供、卒
業生や匿名の有志の方からの現物寄付の他、教育後援会からの多大な支援を受け開催しました。参加した学生か
らは感謝の言葉が多数寄せられました。

■1	保健室で学ぶ熱中症予防..........................................................................................................................【  82人】
■2	栄養管理講習会（勝ち飯R）.....................................................................................................................【  51人】
■3	無料歯科健診............................................................................................................................................................【217人】
■4	アルコールパッチテスト..........................................................................................................................【180人】
■5	禁煙・卒煙セミナー.......................................................................................................................................【    7人】
■6	野菜を食べよう！ランチ 50円サラダバー.....................................................................【699食】
■7	野菜を食べよう！朝だけ10円サラダ....................................................................................【675食】
■8	食支援プロジェクト９.........................................................................................................................【3,815人】
■9	世田谷保健所による健康相談／野菜摂取量センサーによる判定

	. 【6月1,091件・7月1,528件うち食支援プロジェクト会場内健康相談時測定数　456件】
■�	図書館企画展示「ココロもからだもごきげんに ～毎日をちょっと豊かにする本のヒント～｣

企画
一覧

2

6

34

4
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新年を迎え、教育後援会が主催する新春交流の集いである新年賀詞交歓会を開
催いたします。この会は、普段なかなか接点のないご父母の皆さま同士はもち
ろん、大学の教職員や関係者とも気軽に交流できる貴重な機会です。
後援会会長や大学来賓の挨拶に加え、楽しい抽選会や学生団体によるパフォー
マンス、大学グッズ販売もあり、和やかな雰囲気でどなたでもお楽しみいただ
けます。
ご子女のキャンパスライフを支えるための新しい情報や心強い仲間を見つける
絶好のチャンスです。ぜひお気軽にご参加ください！

写真は令和８年の模様

日　時	  令和９年１月 30 日（土）
	 午後１時 30分開会（午後１時 10分開場）

場　所	 ホテルニューオータニ　ザ・メイン宴会場階「芙蓉の間」
	 東京都千代田区紀尾井町４-１

会　費	 お一人様 ７,000円

新
年
賀
詞

　
交
歓
会
の
お
知
ら
せ池袋

駒込

日暮里

上野 押上

青砥 高砂

千葉秋葉原

東京

有楽町
永田町

赤坂見附

京急蒲田

銀座
新橋

浜松町
泉岳寺

品川

目黒

渋谷

新宿 四ツ谷
麹町

成田空港

羽田空港

山手線

南北線

丸ノ内線

京浜東北線

総武線

中央線
半蔵門線

有楽町線

都営浅草線

銀座線

ホテル
ニューオータニ

京急本線 京急空港線
東京モノレール

成田エクスプレス

京成モーニング・
イブニングライナー

京成スカイ
ライナー

徒歩での所要時間等
❖東京メトロ銀座線・丸ノ内線　…赤坂見附駅　Ｄ紀尾井町口　３分
❖東京メトロ半蔵門線・南北線　…永田町駅　７番口　３分
❖東京メトロ有楽町線　　　　　…麹町駅　２番口　６分
❖�ＪＲ総武線・中央線、東京メトロ丸ノ内線・南北線
　　　　　　　　　　　　　　　…四ツ谷駅　麹町口・赤坂口　８分
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※�本行事は、本学登録の保証人、ご父母を対象としております。
対象でないご親族（祖父母、ご兄弟姉妹、親戚等）のご参加は
できません。

Web申込	 駒澤大学教育後援会ホームページにあります新年賀詞交歓会「マイページ登録・
イベント参加申込」からお申し込みください。

	 ※�お申し込みが定員を超えた場合は抽選となります。重複してお申し込みいただいた場合は抽
選対象外となりますので、ご注意ください。

	 ※�電話やハガキなど、Web以外での申し込み受付はいたしませんので、ご注意ください。

申込先	 「新年賀詞交歓会」ページ
	 https://www.komazawa-k.org/activity/ny_greeting/

	

申込締切日	 2026 年 12 月 8 日（火）◀期日までにお申し込みください
※�結果については rpsend.aeos-u.comのアドレスからメールを送信しますので、あらかじめメールが受信
できるように（迷惑メール対策のご確認等）設定をお願いいたします。

【重要】Gmail をご利用の会員様へ、メール不着に関するお願い 
　現在、Gmail（@gmail.com）をご利用の場合、セキュリティ強化により当会からの登録案内メールが
「迷惑メールフォルダ」や「プロモーション」タブに誤って仕分けされる、または不着となる事象が頻発
しております。数分待っても受信トレイにメールが届かない場合は、以下の手順をご確認ください。
１．迷惑メールフォルダの確認
「迷惑メール」フォルダを開き、当会からのメール（件名：【駒澤大学教育後援会】）がないかご確認ください。
見つかった場合は、メールを開き「迷惑メールではないことを報告」ボタンを押してください。

２．受信許可設定 (連絡先登録 )のお願い
今後、重要なお知らせを確実にお届けするため、当会の送信元アドレス（「@rpsend.aeos-u.com」「k-koen@
komazawa-u.ac.jp」）をGoogle の「連絡先」に追加、または受信フィルターの設定をお願いいたします。

※�メールアドレスの登録はお間違いのないようにお願いいたします。申し込み完了直後に自動返信メールが
届きますので、ご確認ください。
※�当落をお知らせするメールが 12月 15日（火）までに届かない場合は、ご登録いただいたメールアドレスに
誤りがあるか、メールの受信設定に変更が必要な可能性がありますので、ご確認ください。

　お問い合わせ　	 駒澤大学教育後援会事務局（駒澤大学学生支援センター厚生課内）
	 TEL 03-3418-9060
　　事務取扱　　	 平日 10：00 〜 17：00　※ 12 月 25 日から 1 月 4 日を除く。

❖場所：ホテルニューオータニ　　会費：お一人様 7,000 円
❖会費のお支払い方法、プログラムの詳細はお申し込みされた方へ１月上旬までにお知らせいたします。

申込方法
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　先日、初めて生の落語を聴きました。直接聴けるというのは
いいですね。楽しかった！いつか寄席にも行ってみようかと。
舞台や音楽はときどき行っていたのですが、一人で大勢を相手
に話し続け笑わせる。見事ですね。新たな発見でした。
　文化部にいると、会報1号ごとに取材の機会が３回ほどあり
ます。学生や大学の方々と直接話ができる貴重な場です。毎回
参加できる訳ではないのですが、せめて１回でも同行したいと
思っています。数えたところ活動3年目で8回参加していまし
た。今回はバレーボールサークルにおじゃまさせていただきま
した。今までご縁のなかったところ、興味はあっても機会がな
かったところ、取材先への行き帰りさえ行ったことのない場所
もあるので、これも新たな発見や出会いです。次号もどこに行
けるかと楽しみにしています。子どもの大学生活もあと1年半。
チャンスを逃さないで文化部の活動も頑張ります。� (Y.S)

　先日、初心者でサークル入部した娘が自主練したいと言うの
で、私と長男と3人でグラウンドのある近所の公園へ行って練
習に付き合ってきました。3人ともやったことのないスポーツ
だったので、やっているうちにほんの少しの上達が嬉しくなっ
て夢中になり、気がつけばみんな汗だくに。子ども達は小学校
から高校まで一つのスポーツをやっていたので、「できるよう
になる」ことの喜びが薄れていたんでしょうね。またやろうよ
と言うくらい楽しかったようです。
　新しいことへの挑戦は「できないこと」への焦りや不安を	
伴いますが、乗り越えた時にそれを覆す程の喜びがあります。
何事もやってみなくては始まりません。
　実は私の後援会への参加もそんな気持ちからでした。文化部
としての部活動・サークル取材、編集会議など、参加するだけ
で精一杯でしたが、少しでも自分が関わったこの196号の発
行が今はとても嬉しいです。� （K.H）

編集後記

 「父母寄稿欄」への投稿を
お待ちしております

原稿用紙１枚程度（400字程度まで）
◦�ふるさとだより、学生に関すること、会報に対する	
ご意見などお寄せください。

※�メールの件名に「父母寄稿」と入力、原稿にはタイトル・氏名・
お子様の学部学科学年等をお書き添えください。顔写真や掲載
希望の写真などもございましたら併せてお送りください。
※掲載の際にはお名前はイニシャル表記にいたします。
※原稿はお返しいたしませんのであらかじめご了承ください。

送り先	 k-koen@komazawa-u.ac.jp

令和８年度
学位記授与式（卒業式）について
日程　令和９年3月23日（火）・24日（水）
場所　記念講堂（駒澤大学駒沢キャンパス内）
◦�卒業生・修了生の所属学部・研究科により実施日が指
定されますので、詳細については、大学ホームページ
をご確認ください。

駒澤大学ホームページ
https://www.komazawa-u.ac.jp/

令和14年、開校150周年。これからの150年も、�
学生たちの夢を支え続ける大学であるために。
　日頃より本学の教育活動ならびに募金事業にご理解とご協力を賜り、心より
御礼申し上げます。
　保証人の皆さまにお支えいただき、駒澤大学は、令和14（2032）年に開校
150周年を迎えます。学生たちが安心して豊かなキャンパスライフを送り、
社会へ羽ばたけるよう、「駒澤大学教育研究振興募金」の受付を行っております。
　本募金は、皆さまのご関心に合わせて支援項目をご指定いただけます。教育
研究やキャリア・就職支援、食支援など学生の生活を直接支える取り組みや奨
学金の充実に加え、国際交流プログラム推進、図書館や禅文化歴史博物館の支
援まで、想いに沿った事業をお選びいただけます。
　ご寄付いただいた方には感謝を込めて本学ホームページ上のWeb芳名録に
お名前を掲載しております（非公表のご指定も可能です）。
　また、Web上でお手続きいただいた場合には、学生への応援メッセージを
お寄せいただくことも可能です。
　保証人の皆さまからのご支援が、学生たちの学びの環境をさらに充実させ、
大学の未来へとつながります。引き続きのご協力を心よりお願い申し上げます。

駒澤大学教育研究振興募金 支援項目（使途）
❶教育研究の充実、キャリア・就職支援（大学
に一任） ❷学生生活支援（食支援・生理用品支
援等学生支援） ❸奨学金資金 ❹大規模自然災
害被災学生の経済的支援 ❺国際交流プログラ
ムの推進 ❻図書資料の購入、保存 ❼禅文化歴
史博物館の保護・継承、展示・教育活動の充実

担当　募金事務室
TEL　03 -3418 -9561
※本募金事業は税額控除等の対象となります。

募金の詳細はこちらより
ご確認ください



駒澤大学教育後援会『会報』第196号はいかがだったでしょうか。今後の誌面編
集の参考にさせていただくため、下記アンケートにお答えください。回答された
シートは、郵送もしくはFAXで駒澤大学教育後援会事務局までお送りください。
皆様の率直なご意見、ご要望をお待ちしています（１月15日必着）。

Ｑ１．おもしろかった記事の番号をお書きください（複数回答可）。

1 表紙について

2《巻頭挨拶》
　　永井 政之（学校法人駒澤大学 総長）
　　大石 將貴／岡崎 敏樹（駒澤大学教育後援会 副会長）

3 特集① 気になる！ 就職活動

4 特集② サークル紹介　バレーボール同好会／書道部

5 特集③ 国際センターだより

6 特集④ 「ぜんぱく」～禅を通じて文化と歴史に触れる、
　スティーブ・ジョブズも実践した禅の文化～

7 特集⑤ 学部・学科紹介　文学部 社会学科

8 特別企画　地方で活躍する駒大卒業生の皆さん

9 特集⑥ 令和８年度 教育懇談会を終えて

� 特集⑦ 夏季委員研修会に参加して

� 大学だより

� 教育後援会だより

Ｑ２．�学部の教育内容や学生生活の状況、紹介してほしい学部・学科、ゼミなど、�
特集で取り上げてほしいテーマをお書きください。

Ｑ３．�駒澤大学教育後援会『会報』に関するご感想、またお気づきの点がございましたら�
お書きください。

プレゼントを希望される方は下記にご住所、ご氏名をご記入ください。ご協力まことにありがとうございました。

ご
住
所

〒

ご
氏
名

ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送にのみ使用させていただきます。
お預かりした個人情報は駒澤大学教育後援会事務局が責任をもって管理します。

回 答 欄

キ
リ
ト
リ
セ
ン

駒澤大学
関連グッズを

抽選で
５名様
プレゼント！

アンケートに
答えて

〒154-8525
東京都世田谷区駒沢1-23-1
駒澤大学教育後援会事務局 宛

FAX 03-3418-8491
お問い合わせ：TEL 03-3418-9060

郵送送り先

FAX送り先

２次元コードでも回答できます
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令和８年11月13日発行

駒澤大学教育後援会
〒154-8525
東京都世田谷区駒沢1-23-1
駒澤大学学生支援センター内
駒澤大学教育後援会事務局

TEL: 03 -3418 -9060
FAX: 03 -3418 -8491

第103回

東京箱根間往復大学駅伝競走

応援についてのお願い

　例年1月2日と3日に開催している
「箱根駅伝」について、2027年大会
の箱根駅伝の主催者である関東学生陸
上競技連盟HPに、応援に関する注意
事項等が発表されますので、皆さまご
確認ください。
　禁止事項に違反した場合、大会出場
の停止やシード権の剥奪などのペナ�
ルティが科せられる場合があります。
レース当日の応援につきましては、関
東学生陸上競技連盟HPにて最新情報
をご確認いただき、ルールを守ったう
えで温かいご声援をいただけますよう
お願いいたします。

1区－小山翔也選手� ©月刊陸上競技

10区－佐藤圭汰選手� ©月刊陸上競技

箱根駅伝公式サイト
https://www.hakone-ekiden.jp/

お正月の名物

箱根駅伝

体育会應援指導部ブルーペガサス
全部員でお届けする大迫力のステージ
　日 程　	 2026年  12月13日（日）
	 （13時開場／14時開演）
　場 所　	 記念講堂
内 容
構 成

	 リーダー・チアリーダー・ブラスバンドによる
	 各パートステージ、合同ステージ

この１年間、総勢85人で全国各地へ応援を届けてまいり
ました！
第47代應援指導部ブルーペガサスによる、支えてくだ
さったすべての方へお届けする舞台。笑いあり、涙あり、
感動のラストステージをお楽しみください。

X（旧Twitter）：＠BPkomazawa
Instagram：＠komazawa_bp
https://bluepegasus-komazawa.wixsite.com/bpouen　扌

第22回 天馬祭のご案内應援指導
部

ブルーペ
ガサス

４年生の引退となる公演。
第47代の集大成を
ぜひご覧ください。
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サークル紹介 バレーボール同好会・書道部

学部・学科紹介 文学部社会学科

カラダスマイルプログラム（食支援プロジェクト） 駒 澤 大 学 教 育 後 援 会

2026年11月13日発行　 駒澤大学教育後援会　 〒154-8525　東京都世田谷区駒沢1-23-1　駒澤大学学生支援センター内
駒澤大学教育後援会事務局　 TEL 03-3418-9060　 https://www.komazawa-k.org/

天目茶碗と天目台 （駒澤大学禅文化歴史博物館　所蔵）
禅宗の伝来と喫茶の風習の広まりには深い結びつきがある。日本に臨済宗を伝えた栄西は、建久2（1191）年、中国（南
宋）からの帰朝の際に、喫茶法や茶の栽培方法を日本へと持ち帰ったとされる。また、栄西の持ち帰った茶種は宇治に
も移植され、今日でも銘茶の産地として知られる。また、室町時代に出た村田珠光は、茶に禅の精神を取り入れた「茶
禅一味」を説き、この精神を受け継いだ千利休らによって「茶の湯」「侘び茶」として大成されていく。天目茶碗は、
中国浙江省の天目山から将来したとされる茶碗で、黒い釉を指し、小さな高台と直線的に広がる胴部、スッポン口と呼
ばれる口縁部を特徴とする。本資料は、口縁部に覆輪と呼ばれる金属環が嵌められ、天目台に据えられている。質素な
つくりから、中国本土よりも日本で好まれたとされる器である。

天目茶碗（上）：高7cm/中国/年代不明　　天目台（下）：高7.4cm/中国/15世紀


